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一
般
質
問

　

本
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、

３
人
の
方
か
ら
次
の
６
項
目
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
町
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
者
及
び
内
容

☆
中
野
祥
太
郎
議
員

○
人
口
定
住
促
進
対
策
と
し
て
の

　

分
譲
宅
地
整
備
に
つ
い
て

〇
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
取
り
組

　

み
に
つ
い
て

☆
西
村
良
子
議
員

○
生
産
現
場
を
重
視
し
た
町
営
住

　

宅
の
建
設
に
つ
い
て

○
新
規
参
入
者
等
の
受
け
皿
づ
く

　

り
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

☆
白
松
博
之
議
員

〇
福
賀
地
域
に
お
け
る
新
規
就
農

　

者
や
定
住
者
の
受
け
入
れ
施
策

　

に
つ
い
て

〇
日
本
海
側
の
津
波
推
計
が
公
表

　

さ
れ
た
が
、
阿
武
町
と
し
て
の

　

今
後
の
取
り
組
み
は

※
な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

　

議
会
だ
よ
り
（
６
〜
８
P
）
に

　

掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成

26
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
回
））

　

今
年
６
月
12
日
の
降
雨
に
よ
り

大
規
模
林
道
波
佐
阿
武
線
の
道
路

の
法
面
上
か
ら
落
石
が
あ
り
、
な

お
崩
落
の
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

箇
所
が
あ
る
た
め
、
早
急
に
落
石

防
護
工
事
を
発
注
す
る
必
要
が
生

じ
た
の
で
、
８
月
15
日
付
け
で
平

成
26
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
回
）
の
専
決
処
分
を

行
っ
た
こ
と
の
報
告
で
、
原
案
の

と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
美
咲
第
４
分
譲
宅
地
造
成
事

業
の
施
行
に
伴
う
字
の
区
域
の

変
更

　

美
咲
第
４
分
譲
宅
地
の
造
成
地

内
に
複
数
の
小
字
が
あ
る
た
め
こ

れ
を
「
野
地
」
に
編
入
し
、
統
一

す
る
た
め
の
字
の
区
域
の
変
更

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◆
阿
武
町
消
防
団
員
の
定
数
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

実
人
員
と
の
乖
離
の
大
き
い
消

防
団
員
の
定
数
２
０
０
人
を
、
１

６
５
人
に
改
め
る
た
め
条
例
の
一

部
改
正
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

　

竹
内
英
人
委
員
及
び
伊
藤
敬
久

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任
委

員
の
選
任
で
、
両
委
員
の
再
任
で

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
26
年
度
阿
武
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
３
回
）

　

今
回
の
補
正
額
は
、
４
２
０
８

万
１
０
０
０
円
の
増
額
で
、
補
正

後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

28
億
７
１
７
０
万
６
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
の
主
な
も
の

　

総
務
費
は
、
番
号
制
度
へ
の
移

行
に
伴
う
中
間
サ
ー
バ
ー
整
備
負

担
金
、
町
制
施
行
60
周
年
記
念
事

業
の
一
つ
と
し
て
実
施
す
る
「
阿

武
町
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

募
集
関
係
経
費
の
新
規
計
上
ほ
か

で
す
。

　

民
生
費
は
、
社
協
事
務
局
次
長

兼
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の
雇
用

に
伴
う
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補

助
金
の
増
額
、
み
ど
り
保
育
園
の

未
満
児
の
増
加
に
伴
う
避
難
車
の

購
入
費
の
新
規
計
上
ほ
か
で
す
。

　

衛
生
費
は
、
簡
易
水
道
事
業
お

よ
び
国
保
事
業
直
診
勘
定
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
で
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
河
内
集
落

農
業
法
人
設
立
の
た
め
の
支
援
事

業
費
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
有
志
に
よ
る

ジ
ャ
ム
加
工
に
必
要
な
備
品
購
入

費
の
新
規
計
上
、
イ
ラ
オ
山
町
有

林
の
搬
出
間
伐
の
材
積
増
加
に
伴

う
委
託
料
の
増
額
ほ
か
で
す
。

　

商
工
費
は
、
道
の
駅
の
屋
外
休

憩
所
の
設
置
や
ミ
ニ
シ
ョ
ッ
プ
の

換
気
設
備
費
の
新
規
計
上
、
発
祥

交
流
館
の
加
工
施
設
へ
の
改
造
費

の
増
額
計
上
ほ
か
で
す
。

　

土
木
費
は
、
Ｊ
Ｒ
木
与
駅
下
り

線
ホ
ー
ム
へ
渡
る
高
架
橋
の
撤
去

に
関
連
し
、
新
た
に
ホ
ー
ム
へ
の

通
路
と
な
る
大
寿
ヶ
谷
農
道
の
拡

幅
に
伴
う
用
地
買
収
費
、
測
量
・

登
記
委
託
料
お
よ
び
工
事
関
連
経

費
の
新
規
計
上
、
美
里
住
宅
の
地

盤
沈
下
修
正
補
修
工
事
の
追
加
工

事
の
発
生
に
伴
う
工
事
費
の
増
額

計
上
ほ
か
で
す
。

平成26年　第３回議会定例会（９月10日～17日）平成26年　第３回議会定例会（９月10日～17日）
　平成26年第３回議会定例会が、９月10日から17日までの会期８日間で開かれ、提出
議案10件、同意１件、発議１件、そして全員協議会での報告３件がいずれも慎重に審
議され、原案どおり可決または承認されました。
　このうち、一般会計補正予算（第５回）では、道の駅関連事業費など４,２０８万１,０００円
を増額計上しています。

　平成26年第３回議会定例会が、９月10日から17日までの会期８日間で開かれ、提出
議案10件、同意１件、発議１件、そして全員協議会での報告３件がいずれも慎重に審
議され、原案どおり可決または承認されました。
　このうち、一般会計補正予算（第５回）では、道の駅関連事業費など４,２０８万１,０００円
を増額計上しています。

木
与
駅
ホ
ー
ム
と
大
寿
ヶ
谷
農
道
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道の駅加工施設改修等関連事業費
 １,５００万４,０００円
災害復旧費 ４４７万９,０００円

総額４,２０８万１,０００円増額補正で
予算総額は２８億７,１７０万６,０００円に

　

教
育
費
は
、
準
要
保
護
児
童
の

増
加
に
伴
う
援
助
費
の
増
額
計
上

ほ
か
で
す
。

　

災
害
復
旧
費
は
、
町
道
田
部
青

浦
線
の
災
害
復
旧
工
事
費
の
新
規

計
上
で
す
。

◆
５
つ
の
特
別
会
計
を
補
正

■
平
成
26
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

　

電
位
治
療
器
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
の

リ
ー
ス
料
の
新
規
計
上
で
す
。（
補

正
額
12
万
５
０
０
０
円
の
増
額
・

予
算
総
額
６
０
６
５
万
８
０
０
０

円
）

■
平
成
26
年
度
阿
武
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

回
）

　

過
年
度
の
国
庫
お
よ
び
県
費
負

担
金
等
の
返
還
金
の
確
定
に
伴
う

計
上
で
す
。（
補
正
額
１
７
２
４
万

１
０
０
０
円
の
増
額
・
予
算
総
額

７
億
３
１
５
５
万
１
０
０
０
円
）

■
平
成
26
年
度
阿
武
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

回
）

　

大
里
、
水
ヶ
迫
お
よ
び
宇
久
地

内
の
水
道
管
漏
水
修
理
工
事
費
計

上
に
伴
う
増
額
で
す
。（
補
正
額
３

２
０
万
円
の
増
額
・
予
算
総
額
５

０
７
７
万
９
０
０
０
円
）

■
平
成
26
年
度
阿
武
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）

　

阿
武
地
区
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
使

用
す
る
可
搬
式
簡
易
ク
レ
ー
ン
の

購
入
に
伴
う
増
額
で
あ
り
ま
す
。

（
補
正
額
20
万
円
の
増
額
・
予
算

総
額
７
７
７
８
万
７
０
０
０
円
）

■
平
成
26
年
度
阿
武
町
漁
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）

　

奈
古
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
給
水
ポ

ン
プ
場
の
修
繕
料
の
計
上
に
伴
う

増
額
で
す
。（
80
万
１
０
０
０
円

の
増
額
で
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
は
、
２
６
６
２
万
８

０
０
０
円
）

◆
平
成
25
年
度
阿
武
町
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　

平
成
25
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
は
じ
め
、
７
つ

の
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
承
認
を
求

め
、
全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

◆
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
の
報
告

　

財
政
健
全
化
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
25
年
度
決
算
に
お
け
る

健
全
化
判
断
比
率
等
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
次
の
９

件
の
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
名
（
請
負
金
額
・
請
負
業
者

名
）

〇
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生

事
業
・
林
業
専
用
道
（
規
格
相

当
）
東
イ
ラ
オ
山
線
新
設
工
事

（
２
３
２
２
万
円
・
㈲
吉
岡
土

建
）

〇
阿
武
町
公
営
住
宅
（
岡
田
橋
団

地
）
新
築
工
事
に
伴
う
設
計
・

工
事
管
理
業
務
（
５
７
２
万
４

０
０
０
円
・
㈲
堀
設
計
事
務

所
）

〇
道
の
駅
阿
武
町
受
水
槽
設
置
工

事
（
４
８
６
万
円
・
小
田
建
設

㈱
）

〇
町
道
東
方
筒
尾
線
測
量
設
計
業

務
（
１
０
１
５
万
２
０
０
０

円
・
サ
ン
ヨ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
㈱
）

〇
町
道
金
社
地
吉
線
道
路
防
災
工

事
（
７
６
６
万
８
０
０
０
円
・

㈲
吉
岡
土
建
）

〇
山
合
川
河
川
改
修
工
事
（
９
７

２
万
円
・
小
田
建
設
㈱
）

〇
単
県
農
山
漁
村
整
備
事
業
間
伐

材
魚
礁
製
作
業
務
（
５
０
７
万

６
０
０
０
円
・
阿
武
萩
森
林
組

合
）

〇
大
規
模
林
道
波
佐
阿
武
線
道
路

防
災
工
事
（
１
９
９
８
万
円
・

小
田
建
設
㈱
）

〇
道
の
駅
阿
武
町
施
設
（
旧
蒸
気

船
饅
頭
店
）
改
修
工
事
（
４
９

７
万
５
５
６
０
円
・
㈲
西
日
本

工
業
）

◆
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
報
告

　

阿
武
町
基
本
構
想
・
基
本
計
画

の
基
礎
資
料
と
し
て
実
施
し
た
、

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
報
告
し
ま
し
た
。

東方筒尾線予定地

山合川河川改修事業
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道の駅施設整備事業 
過疎対策道路事業 
萩・長門新清掃工場事業事務委託事業 
一般単独道路事業 
消防救急事務委託事業 
保育所運営事業 
中山間地域等直接支払交付金事業 
林道整備事業 
生活介護給付事業 
２５災公共土木施設災害復旧事業 
老人福祉施設入所措置費 
公営住宅建設事業 
塵芥処理対策事業 
(仮称)阿武町中央公園整備事業 
畜産基盤再編総合整備事業 

一般会計「平成25年度事業」ベスト15
（単位：千円）

順位
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５

860,900
102,598
102,136
88,223
78,672
52,039
42,736
39,054
38,121
37,700
35,493
33,756
33,562
25,795
25,648

事　　　　　業　　　　　名 事業費

平成25年度に
町民1人あたりに使った金額は

※平成26年3月末現在
　　　人口　3,681人

（一般会計 平成25年度末現在）

平成25年度　一般会計歳入歳出決算額款別構成図
歳入　38億666万4,630円歳出　34億3,700万4,556円

民生費
550,972,660円

総務費
439,646,739円

商工費
903,288,190円

地方交付税
1,746,264,000円

平成25年度　一般会計及び特別会計決算額表

予算に対
する執行率

国民健康保険事業（事業勘定）
国民健康保険事業（直診勘定）
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
漁業集落排水事業

一　般　会　計

合　　　計

特　

別　

会　

計

予算に対
する収納率決 算 額予 算 額 決 算 額予 算 額

収支差引
残　　額

歳　　　　　　入
会　　計　　名

歳　　　　　　出
（単位：円）

農林水産業費
339,798,362円

労働費　416円
諸支出金　5,793円
議会費　9,797円
災害復旧費　26,337円
教育費　34,153円
消防費　34,455円
衛生費　59,948円

総額
933,715円

商工費
245,392円

民生費
149,680円

総務費
119,437円

農林水産業費
92,312円

公債費　78,923円

土木費　77,072円

地方特例交付金
569,000円 
寄付金
　　260,000円 

利子割交付金　793,000円
交通安全対策特別交付金　960,000円

配当割交付金　1,163,000円
株式等譲渡所得割交付金　1,606,000円

自動車取得税交付金　9,044,000円
財産収入　15,440,301円

分担金及び負担金　19,950,518円
地方消費税交付金　29,020,000円

地方譲与税　32,851,000円
諸収入　38,475,336円

使用料及び手数料　54,089,220円
町債　106,200,000円
繰入金　260,277,840円

国庫支出金　300,631,135円
町税　302,307,549円

3,848,730,620 
668,629,000 
58,156,000 
81,583,000 
589,647,000 
50,193,000 
77,117,000 
25,668,000 

5,399,723,620 

3,806,664,630
691,690,325
57,090,958
79,444,601
591,084,737
49,614,230
75,436,864
24,062,644

5,375,088,989

98.91%
103.45%
98.17%
97.38%
100.24%
98.85%
97.82%
93.75%
99.54%

3,848,730,620 
668,629,000 
58,156,000 
81,583,000 
589,647,000 
50,193,000 
77,117,000 
25,668,000 

5,399,723,620 

3,437,004,556
626,998,921
56,991,089
79,425,155
557,578,092
49,556,606
75,392,531
24,024,723

4,906,971,673

89.30%
93.77%
98.00%
97.36%
94.56%
98.73%
97.76%
93.60%
90.87%

369,660,074
64,691,404

99,869
19,446

33,506,645
57,624
44,333
37,921

468,117,316

公債費
290,513,491円

県支出金
568,568,586円

平成25年度の決算概要

土木費
283,703,063円

衛生費
220,670,098円

繰越金
318,194,145円

諸支出金　21,325,400円
議会費　36,061,398円
災害復旧費　96,947,204円
教育費　125,718,489円
消防費
126,827,462円

労働費
1,532,000円
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、平成１９年度決算から健全化判断比率及び公営企
業会計の資金不足比率の算定・公表が義務づけられました。
　平成２5年度決算に基づく阿武町の健全化判断比率及び資金不足比率は次のとおりです。いずれの比率も早期
健全化基準、経営健全化基準を大きく下回っており、健全な財政状況にありますが、引き続き効率的な財政運営
に努めていきます。

　町では、町の財政状況を町民のみなさんにより詳しく知っていただくため、国の作成基準（基準モデル）に準
拠した発生主義、複式簿記の導入による財務４表を作成しました。
　なお、作成した財務４表は、阿武町のホームページにも掲載していますのでご覧ください。

阿武町の健全化判断比率・資金不足比率の公表について

阿武町（普通会計）財務諸表の公表について

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率

①実 質 赤 字 比 率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将 来 負 担 比 率

阿武町の
健全化率
－
－
3.2
－

※１
※２

※３

対象公営企業会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
漁業集落排水事業特別会計

算定結果
－
－
－

経営健全化基準

２０．０

早期健全化基準
（注意指数）

１５．０
２０．０
２５．０
３５０．０

財政再生基準
（危険指数）
２０．０
３0．０
３５．０

※１　実質赤字比率は、普通会計で2億9,450万円
（14.33%）の黒字であるため該当する数値（赤字
額）がないことを表します。

※２　連結実質赤字比率は、全会計で3億9,289万
円（19.12%）の黒字であるため該当する数値（赤
字額）がないことを表します。

※３　将来負担比率は、将来負担すべき負債が充
当可能な財源で賄えることから該当する数値
（実質的な将来負担額）がないことを表します。

　公営企業に係る３つの特別会計については、い
ずれも資金不足が生じていないため該当する数値
（資金不足額）がないことを表します。

○資金不足比率

○健全化判断比率

○貸借対照表

1.金融資産 11.9%
（1）資金 
（2）未収金 
（3）貸付金 
（4）その他債権 
（5）貸倒引当金 
（6）有価証券 
（7）出資金 
（8）基金・積立金 
（9）その他の投資 
 
2.非金融資産 88.1%
（1）事業用資産 
（2）インフラ資産 
（3）繰延資産 
資産合計 100.0%

2,291,282
377,289
8,675
3,350

0
-719
4,000
42,267

1,848,206
8,214

16,950,399
8,746,504
8,203,895

0
19,241,681

1.流動負債 1.5%
（1）地方債（短期） 
（2）賞与引当金 
（3）その他 
 
2.非流動負債 12.9%
（1）地方債 
（2）退職給付引当金 
（3）その他 
 
負債合計 14.4%
　　 純資産の部 
 
純資産合計 85.6%
  
負債及び純資産合計 100.0％ 

282,773
248,245
23,718
10,811

2,481,771
2,010,600
471,171

0

2,764,543

16,477,137

19,241,681

資産の部 金　額 負債の部 金　額

○行政コスト計算書

2,276,439
456,219
293,226
162,992

1,028,712
62,013
307,277
149,497
41,567
382,346
86,013

38,754
33,768
4,986

752,755
223,861
323,108
200,725
5,061

123,331
63,443
59,887

2,153,108

経常費用 100.0%
1.人にかかるコスト 20.0%
（1）議員歳費・職員給料 
（2）その他 
 
2.物件費・経費 45.2%
（1）消耗品費 
（2）減価償却費（事業用資産） 
（3）維持補修費 
（4）その他物件費 
（5）委託費 
（6）その他経費 
 
3.業務関連費用 1.7%
（1）公債費（利払分） 
（2）その他の業務関連費用等 
 
4.移転支出 33.1%
（1）他会計への移転支出 
（2）補助金等移転支出 
（3）社会保障関連費等移転支出 
（4）その他の移転支出 
 
　　　　　  経常収益 
1.業務収益 
2.業務関連収益 
純経常行政コスト 
（経常費用 - 経常収益） 

　企業の損益計算書にあたるもので、町の
行政サービスに費やしたコストと、これら
のサービスに対し直接の対価として得られ
た財源を対比した表

　　　　　　　　現在、町がどれくらいの土地や建物、現金などの資産
を有しており、それがどのような財源で賄われてきたかを示す表

○純資産変動計算書

期首純資産残高 
 
純経常行政費用 
直接資本減耗
　　　（インフラ資産） 
 
財源調達 
　税収 
　社会保険料 
　移転収入
　　（他会計移転収入） 
　移転収入（補助金等） 
　移転収入（その他移転収入） 
  
その他変動 
 
期末純資産残高 

16,019,466

-2,153,108
-276,068

3,013,124
375,920

0

0
2,616,993
20,211

-126,277

16,477,137

 金　額

　　　　　　　　　　
町の純資産の１年間の変動を表した表

○資金収支計算書

1.経常的収支 
　　経常的支出 
　　経常的収入 
 
2.資本的収支 
　　資本的支出 
　　資本的収入 
 
3.財務的収支 
　　財務的支出 
　　財務的収入 
 
当期収支  
期首資金残高 
期末資金残高 

1,120,970
1,989,828
3,110,798

-885,191
1,156,663
271,472

-179,553
293,381
113,829

56,227
321,062
377,289

 金　額

　　　　　　　　　 歳計現金（資
金）の出入りの情報を、「経常的収
支」「公共資産整備収支」「投資・財
務的収支」の３つに区分し表した表 
  



問　

地
方
の
市
町
村
の
中
に

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

積
極
的
に
取
り
組
み
、
多
額

の
寄
付
金
を
受
け
入
れ
て
い

る
市
町
村
が
あ
る
の
に
対
し

て
、
阿
武
町
は
や
や
消
極
的

な
取
り
組
み
で
あ
り
、
今
後

積
極
的
な
取
り
組
み
を
行

い
、
寄
付
金
額
の
受
入
を
増

や
せ
な
い
か
。

町
長　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
趣
旨
は
、
都
市
部
へ
の
税

の
偏
在
の
是
正
と
地
方
へ
の

応
援
で
あ
る
が
、
市
町
村
か

ら
寄
付
者
へ
の
特
産
品
の
お

礼
に
偏
っ
た
寄
付
金
の
集
め

方
に
つ
い
て
は
、
い
か
が
な

も
の
か
と
思
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
国
に
お
い
て

は
、
こ
の
制
度
を
さ
ら
に
拡

充
し
、
手
続
き
を
簡
素
化
す

る
動
き
が
あ
る
の
で
、
頭
を

切
り
替
え
て
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
阿
武
町
の
Ｐ
Ｒ
、

そ
し
て
地
域
特
産
の
販
売
戦

略
の
有
効
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
ツ
ー
ル
と
し
て
と
ら
え
、

今
後
積
極
的
に
活
用
し
た

い
。
す
で
に
寄
付
の
お
礼
の

品
と
し
て
、
道
の
駅
に
新
た

な
特
産
品
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
の

開
発
を
指
示
し
て
い
る
。

問　

町
の
定
住
対
策
と
し

て
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の

活
用
や
町
営
住
宅
の
建
設
、

分
譲
宅
地
の
整
備
等
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
農
業
・
漁

業
に
力
を
入
れ
た
新
た
な
対

策
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。
後

継
者
育
成
や
新
規
参
入
者
等

の
受
け
入
れ
と
し
て
、
農

業
・
漁
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
方
の
た
め
の
住
宅
建
設
は

で
き
な
い
か
。

町
長 

農
業
・
漁
業
の
後
継

者
と
し
て
、
集
落
や
法
人
、

組
織
等
の
人
材
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
は
、
特
に
第
一
次

産
業
に
従
事
す
る
場
合
、
住

居
以
外
の
納
屋
や
作
業
場
等

問　

移
住
希
望
者
の
受
け
入

れ
を
自
治
会
と
行
政
が
今
以

上
に
連
携
し
て
取
り
組
む
対

応
が
で
き
な
い
か
。
次
の
三

点
に
つ
い
て
問
う
。  

①
移
住
希
望
者
の
受
け
入
れ

時
に
自
治
会
関
係
者
も
含

め
、
理
解
と
協
力
を
得
る
場

が
で
き
な
い
か
。

②
受
け
入
れ
の
た
め
の
、
便

西村良子  議員
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問

問

問　

人
口
定
住
促
進
対
策
と

し
て
こ
れ
ま
で
取
り
組
ま
れ

た
分
譲
宅
地
整
備
の
成
果

と
、
今
後
、
分
譲
宅
地
整
備

の
取
組
み
を
早
期
に
さ
ら
に

拡
大
し
、
併
せ
て
子
育
て
支

援
対
策
な
ど
の
転
入
奨
励
措

置
を
講
じ
て
は
。

町
長　

人
口
定
住
策
と
し
て

造
成
し
た
宅
地
は
、
水
ケ

迫
、
美
里
、
美
咲
、
岡
田
橋

の
４
集
落
が
あ
る
が
、
こ
の

４
集
落
で
１
４
１
世
帯
の
３

９
８
人
の
人
口
が
増
え
た
。

20
歳
未
満
の
人
口
を
見
て
み

る
と
、
町
内
の
32
％
に
も
上

る
１
２
６
人
が
こ
の
地
区
に

居
住
し
、
公
営
住
宅
の
整
備

や
分
譲
宅
地
の
造
成
等
が
人

口
定
住
に
大
い
に
寄
与
し
て

い
る
。
ま
た
、
固
定
資
産
税

の
税
収
も
年
間
約
３
０
０
万

円
増
え
て
い
る
。

　

今
後
ま
ず
は
、
美
咲
第
四

分
譲
宅
地
の
完
売
と
柳
橋
分

譲
宅
地
の
早
期
の
整
備
に
全

一
般
質
問  

第
3
回
定
例
会  

9
月
10
日

Q　

農
業
・
漁
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

　
　

る
方
の
た
め
の
住
宅
の
建
設
を

Ａ　

受
け
入
れ
体
制
と
需
要
が

　
　

マ
ッ
チ
す
れ
ば
、
検
討
し
た
い

Q　

移
住
希
望
者
の
受
け
入
れ

　
　
　

対
応
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

Ａ　

人
口
減
少
を
踏
ま
え
た
、

　
　

定
住
対
策
を
一
層
促
進
し
た
い

中野祥太郎  議員

町
長

問

問

町
長

分譲中の美咲第四分譲宅地

尾無浦定置網組合作業の様子

Q　

人
口
定
住
促
進
対
策
と
し
て
の

　
　

分
譲
宅
地
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

ま
ず
、
美
咲
第
四
分
譲
宅
地
の

Ａ　

完
売
と
柳
橋
分
譲
宅
地
の
早
期

　
　

の
整
備
に
全
力
を
傾
注
す
る

Ａ　

阿
武
町
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
特
産
の
販
売

　
　

戦
略
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
た
い

　
　 Q　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　

取
組
み
に
つ
い
て

町
長

力
を
傾
注
し
て
い
き
た
い
。

併
せ
て
、
全
国
で
行
っ
て
い

る
子
育
て
支
援
措
置
な
ど
の

先
行
事
例
を
調
査
し
、
有
効

で
あ
れ
ば
転
入
奨
励
措
置
を

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た

条
件
を
充
た
す
空
き
家
も
数

が
限
ら
れ
、
現
状
で
は
難
し

い
状
況
に
あ
る
の
で
、
受
け

入
れ
体
制
や
新
た
な
参
入
者

が
増
え
れ
ば 

今
後
検
討
し

た
い
。      

利
帳
と
な
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

資
料
作
成
が
で
き
な
い
か
。

③
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
、

町
に
移
住
し
て
５
年
以
上
の

方
を
多
く
あ
て
、
今
後
の
人

材
育
成
に
繋
げ
ら
れ
な
い
か
。

町
長 

こ
れ
ま
で
、
阿
武
町

に
移
住
し
て
来
ら
れ
た
方
々

は
、
64
世
帯
１
７
８
人
で
、

人
口
３
７
０
０
人
の
町
と
し

て
は
割
合
が
高
く
、
転
入
が

増
加
し
て
い
る
が
、
今
後
一

層
の
高
齢
化
と
人
口
減
少
が

進
む
中
、
危
機
感
を
持
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、

①
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
の

町
長



現
地
踏
査
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意
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
町

が
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
地

域
へ
繋
ぐ
方
式
が
ベ
タ
ー
と

考
え
て
い
る
。

②
に
つ
い
て
は
作
成
作
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。

③
に
つ
い
て
は
、
一
挙
に
移

住
者
を
多
く
あ
て
る
こ
と

は
、
心
理
的
な
負
担
に
な
る

か
と
も
思
う
の
で
、
今
後
の

制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

福
賀
地
区
は
農
業
を
す

る
環
境
に
も
恵
ま
れ
な
が
ら

も
、
現
状
は
新
規
就
農
希
望

者
が
少
な
い
。

　

新
規
就
農
者
の
選
択
肢
を

広
げ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
自
立
が
可
能
か
、

充
実
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

や
住
宅
の
提
供
、
地
域
に
ど

ん
な
仕
事
が
あ
る
の
か
詳
し

い
情
報
の
提
供
、
ま
た
地
域

に
な
じ
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

現
在
本
町
の
農
業
振

興
の
主
要
課
題
は
、
法
人
化

を
推
進
し
、
法
人
経
営
を
含

む
地
域
の
農
業
経
営
の
強
化

と
活
力
を
図
る
こ
と
と
、
こ

れ
ま
で
実
績
の
あ
る
農
産
物

の
振
興
あ
る
い
は
産
地
育
成

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

　

新
規
就
農
と
し
て
は
、
ま

ず
農
事
組
合
法
人
へ
の
就

問

白松博之  議員

定住アドバイザー会議

Q　

福
賀
地
区
に
お
け
る
、
新
規
就

　
　

農
者
の
受
け
入
れ
施
策
に
つ
い
て

Ａ　

法
人
等
協
力
し
、
新
規
就
農
者

　
　
　
　

の
受
け
入
れ
を
促
進
す
る

農
、
あ
る
い
は
主
要
作
物
へ

の
就
農
を
推
進
す
る
。
特
に

ス
イ
カ
、
梨
、
キ
ウ
イ
フ
ル

ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

産
地
継
続
発
展
の
た
め
、
後

継
者
対
策
は
急
務
で
あ
り
一

層
の
就
農
促
進
が
必
要
で
あ

る
。

　

農
業
の
次
世
代
の
担
い
手

で
あ
る
新
規
就
農
者
を
よ
り

多
く
確
保
す
る
た
め
、
選
択

肢
を
広
げ
る
取
り
組
み
や
、

作
物
の
組
み
合
わ
せ
の
新
規

メ
ニ
ュ
ー
の
構
築
、
冬
季
の

他
産
業
と
の
連
携
な
ど
自
立

経
営
が
で
き
る
よ
う
、
新
た

な
形
態
を
研
究
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

受
け
皿
と
な
る
べ
き
農
事

組
合
法
人
、
各
生
産
部
会
等

に
受
け
入
れ
体
制
お
よ
び
指

導
体
制
な
ど
の
支
援
は
大
変

重
要
で
あ
る
。
体
制
が
整
っ

た
農
事
組
合
法
人
お
よ
び
生

問　

日
本
海
側
で
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
最
大
規
模
の

津
波
に
つ
い
て
の
推
計
が
初

め
て
政
府
か
ら
公
表
さ
れ
た

が
、
阿
武
町
に
お
い
て
も
避

難
経
路
や
避
難
場
所
の
設

定
、
ま
た
全
員
が
短
時
間
で

避
難
で
き
る
方
法
な
ど
を
、

早
急
に
検
討
を
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

阿
武
町
に
お
け
る
津

波
か
ら
の
避
難
対
策
は
、
今

回
の
防
災
訓
練
で
も
、３
ｍ

の
津
波
が
40
分
後
に
到
達
す

る
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

　

住
民
の
避
難
訓
練
に
つ
い

て
も
、
海
岸
部
に
近
い
と
こ

ろ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
高

い
所
、
あ
る
い
は
町
民
セ
ン

タ
ー
に
避
難
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
既
に
各
自
治
会
に

お
い
て
は
、
津
波
か
ら
の
避

難
経
路
や
避
難
場
所
に
つ
い

て
合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
県
に
お
い
て
は
国
の

結
果
を
踏
ま
え
て
、
日
本
海

側
の
浸
水
想
定
域
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ

が
出
来
上
が
っ
た
ら
本
町
の

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
早

急
に
作
成
し
、
各
戸
配
布
な

ど
も
し
て
い
く
。

町
長

町
長

問 　
　

日
本
海
側
の
津
波
推
計
が
公
表

Q　

さ
れ
た
が
、
阿
武
町
の
今
後
の

　
　

取
組
み
は

Ａ　

避
難
対
策
は
防
災
訓
練
な
ど

   　

で
も
想
定
し
て
行
う

産
部
会
等
へ
は
関
係
機
関
等

と
協
力
し
随
時
新
規
就
農
者

の
募
集
を
進
め
て
い
き
た

い
。



平
成
26
年
度
阿
武
町
一
般
会

計
補
正
予
算
関
係

問　

道
の
駅
発
祥
交
流
館
内

の
ジ
ャ
ム
加
工
施
設
に
購
入

す
る
備
品
及
び
施
設
の
管

理
・
運
営
、
商
品
開
発
等
に

つ
い
て
。

答　

備
品
の
主
な
も
の
は
、

ジ
ャ
ム
を
保
管
し
て
お
く
冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
や
製
品
を
真

空
パ
ッ
ク
す
る
真
空
包
装

機
、
加
工
に
必
要
な
厨
房
機

器
な
ど
を
購
入
す
る
。
施
設

の
管
理
・
運
営
は
、
道
の
駅

で
行
う
が
、
実
際
は
Ｊ
Ａ
女

性
部
が
管
理
す
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
商
品
開
発
に
つ

い
て
は
、
視
察
研
修
や
試
作

な
ど
も
行
っ
て
い
る
が
、
技

術
的
な
面
は
重
要
で
あ
る
か

ら
、
奈
古
高
校
の
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
の
色
を
変
色
せ
ず
に

加
工
す
る
技
術
や
製
造
加
工

指
導
者
の
技
術
的
な
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
、
連
携
を
図
り

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

道
の
駅
及
び
奈
古
漁
港

周
辺
平
面
測
量
の
目
的
及
び

将
来
の
計
画
は
。

答　

道
の
駅
の
平
面
図
は
あ

る
が
、
下
の
埋
め
立
て
地
か

ら
周
辺
全
体
の
位
置
を
示
し

た
図
面
が
な
い
。
将
来
、
埋

め
立
て
地
を
ど
う
す
る
か
検

討
す
る
た
め
に
図
面
を
作
成

す
る
。
構
想
や
具
体
的
な
計

画
が
あ
る
訳
で
は
な
い
が
、

図
面
を
も
と
に
将
来
の
こ
と

を
考
え
て
い
く
。

問　

福
賀
診
療
所
に
あ
る
ヘ

ル
ス
ト
ロ
ン
と
い
う
機
器
に

つ
い
て
説
明
を
。

答　

椅
子
に
座
っ
た
状
態
で

電
気
が
流
れ
る
電
位
治
療
機

で
、
血
行
が
良
く
な
る
こ
と

で
肩
こ
り
や
腰
痛
な
ど
に
効

果
が
あ
る
。

平
成
25
年
度
阿
武
町
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

問　

集
落
彩
生
交
付
金
に
つ

い
て
、
前
年
度
と
比
べ
て
約

３
０
０
万
円
増
え
た
要
因
は
。

答　

集
落
彩
生
交
付
金
の
使

途
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
会

報
の
発
行
、
防
犯
外
灯
の
設

置
、
自
主
的
な
防
災
訓
練
、

集
会
所
の
建
設
や
改
修
な
ど

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告

9
月
11
日
開
催

問答

答 問問答

長嶺吉家  議員

が
あ
る
。
大
き
く
変
動
し
た

理
由
は
、
木
与
・
筒
尾
集
会

所
の
改
修
に
合
わ
せ
て
約
４

０
０
万
円
交
付
し
た
こ
と
が

要
因
で
あ
る
。

問　

業
務
に
お
け
る
シ
ス
テ

ム
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
経
費

が
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
に
つ

い
て
。

答　

電
算
の
委
託
料
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
。
ハ
ー
ド

に
お
い
て
も
ソ
フ
ト
に
お
い

て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が

出
来
な
い
の
で
、
だ
い
た
い

５
年
程
度
で
更
新
し
て
い
か

ざ
る
を
得
な
い
。
山
口
県
町

村
会
の
他
町
に
呼
び
か
け

て
、
ソ
フ
ト
の
共
同
運
用
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン

車
３
台
分
に
つ
い
て
、
費
用

対
効
果
の
観
点
か
ら
ワ
ゴ
ン

車
の
購
入
と
リ
ー
ス
で
は
ど

ち
ら
が
有
利
か
。

答　

国
が
過
疎
対
策
事
業
債

の
ソ
フ
ト
部
分
を
拡
充
し
た

こ
と
に
よ
り
、
リ
ー
ス
料
に

つ
い
て
は
過
疎
債
の
対
象
と

な
り
、
起
債
が
出
来
る
の
で

購
入
す
る
よ
り
リ
ー
ス
の
方

が
は
る
か
に
有
利
で
あ
る
。

問　

災
害
復
旧
の
状
況
は
。                  

答　

農
地
と
農
業
用
施
設
は

42
件
全
て
発
注
ず
み
で
、
農

地
に
つ
い
て
は
30
件
で
あ

り
、
秋
の
取
り
入
れ
が
終
わ

問

問答

答

問答

れ
ば
工
事
に
取
り
か
か
る
。

公
共
土
木
に
つ
い
て
は
32
件

で
、
未
発
注
分
も
近
日
中
に

発
注
し
、
年
度
内
３
月
ま
で

の
完
成
を
め
ざ
す
。

問　

美
咲
第
四
分
譲
宅
地
の

申
し
込
み
の
状
況
は
。

答　

８
月
末
で
、
１
件
の
申

し
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
新

聞
の
折
り
込
み
広
告
や
住
宅

展
示
場
に
資
料
を
置
く
こ
と

に
し
て
い
る
。

問　

町
税
の
収
納
率
が
上
が

っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

徴
収
努
力
を
し
て
い
る
か
。

答　

平
成
22
年
度
か
ら
町
税

の
収
納
率
向
上
に
向
け
て
、

県
職
員
が
町
の
職
員
と
と
も

に
徴
収
事
務
に
あ
た
る
併
任

徴
収
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
職
員
を
研
修
会
に
参

加
さ
せ
て
、
地
方
税
法
、
徴

収
の
成
功
例
、
ト
ラ
ブ
ル
の

納
税
折
衝
、
調
査
・
差
し
押

さ
え
な
ど
の
実
践
力
、
対
応

力
を
育
成
し
て
い
る
。

問答

問問 答答

業
、
塵
芥
処
理
対
策
事
業
、

な
ど
が
行
わ
れ
、
町
民
の
利

便
性
の
向
上
、
産
業
の
育

成
、
観
光
開
発
に
つ
な
が
る

も
の
と
感
じ
る
。

　

７
つ
の
特
別
会
計
は
、
高

齢
化
が
進
む
中
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
が
前
年
度
と

ほ
ぼ
同
額
の
２
億
２
３
８
６

万
７
０
２
円
発
生
し
て
い
る

が
、
す
べ
て
の
会
計
に
お
い

て
町
民
が
生
活
す
る
う
え
で

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
や
む

を
得
な
い
と
考
え
る
。

　

財
政
分
析
指
標
は
、
経
常

収
支
比
率
、
実
質
公
債
費
比

率
と
も
県
内
の
町
平
均
と
比

較
し
て
も
高
水
準
で
あ
る

が
、
財
政
力
指
数
は
、
自
主

財
源
の
弱
さ
か
ら
、
平
均
値

を
下
回
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
人
口
定
住
対
策
や
産
業

振
興
、
子
育
て
支
援
、
観
光

開
発
等
の
強
化
を
さ
ら
に
進

め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。

　

全
般
的
に
は
、
当
町
に
お

い
て
も
超
高
齢
化
、
人
口
減

少
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
で
あ
る
が
、
健
全
な
財
政

運
営
が
成
さ
れ
て
い
る
の

で
、
25
年
度
の
歳
入
歳
出
決

算
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り

承
認
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
。
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平
成
25
年
度
一
般
会
計

は
、
当
初
予
算
33
億
５
０
０

０
万
円
で
出
発
し
、
そ
の
後

補
正
予
算
に
よ
り
、
最
終
の

歳
入
決
算
額
は
、
38
億
６
６

６
万
４
６
３
０
円
と
な
っ
た
。

町
税
等
の
自
主
財
源
は
、
繰

入
金
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、

前
年
比
27
．２
％
増
加
と
な

り
、
収
納
率
も
高
い
数
値
で

あ
る
。
依
存
財
源
に
つ
い
て

は
、
県
支
出
金
な
ど
の
増
加

に
よ
り
、
前
年
比
14
．８
％

増
加
し
て
い
る
。

　

歳
出
決
算
額
は
34
億
３
７

０
０
万
４
５
５
６
円
と
な
り
、

歳
出
の
性
質
別
内
訳
を
み
る

と
義
務
的
経
費
は
、
前
年
比

３
．８
％
増
加
、
投
資
的
経

費
は
大
型
事
業
や
災
害
復
旧

費
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
比

93
．０
％
増
加
し
、
近
年
で
は

大
き
な
決
算
額
と
な
っ
た
。

　

翌
年
へ
繰
り
越
し
す
べ
き

財
源
を
差
し
引
い
た
最
終
的

な
実
質
収
支
額
は
、
２
億
９

４
４
９
万
５
５
３
６
円
で
あ

っ
た
。
主
要
事
業
は
、
道
の

駅
施
設
整
備
事
業
を
は
じ

め
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ
ぶ

整
備
事
業
、
災
害
復
旧
事

業
、
萩
・
長
門
新
清
掃
工
場

建
設
事
業
、
公
営
住
宅
整
備

事
業
、
消
防
自
動
車
整
備
事

平
成
25
年
度
決
算
賛
成
討
論

小田高正  議員



9

９月13・14日９月13・14日

宇田八幡宮　式年大祭宇田八幡宮　式年大祭

①お宮を出る本神輿 ②宇田八幡宮内での神事 ③神輿を先導し、
清めの祓いをする ④支所前のお旅所で ⑤神事を見守る

　宇田八幡宮の式年大祭が９月13・14日の２日間
宇田郷地区で行われました。これまでは25年に１
度の式年大祭としていましたが、人口減少による祭
りの担い手不足を懸念して、５年に１度の開催とな
りました。
　初日の前夜祭では、島根県益田市の久城社中によ
る神楽舞が奉納されたほか、地域のみなさんによる
演芸が行われました。
　２日目のご神幸では、たくましい男性陣に担がれ
た本神輿に続き、地区で初めてとなる女神輿、子ど
もたちの担ぐ子ども神輿が宇田八幡宮を出発し、宇
田郷支所前のお旅所での神事の後に、宇田中央から
宇田浦を回り、威勢の良いかけ声が町中に響きまし
た。最後はみなさん大好きなもちまき。祭りのため
に帰省した人の参加も多数あり、地域一体となった
祭りに宇田郷に活気がみなぎりました。

⑥元気の良い子ども神輿 ⑦宇田の女性たちが集った初の
試み女神輿 ⑧にぎわう宇田浦の町 ⑨ひだまりの里から
もかけ声が ⑩お楽しみのもちまき

宇田八幡宮大総代
横村昭二さん（宇田浦）
　祭りの開催も危惧してい
たけれど、今日のみんなの
力の結集を見て、これから
もみんなで力を合わせてや
ればできる！と思ったよ。初めての女神輿
も大成功。村の起爆剤になれば良いね。

女神輿も大成功
林　智恵子さん（旧
姓清水 宇田浦出身）
（左）・優子さん（広
島県）親子　
　きっと今日のお祭りに参加できたことで
ご利益があると思うから、娘には夢の実現
に頑張ってほしいと思うよ。（智恵子）
　初めてお神輿を担いで、本当に重かった！
けどみんなで担ぐことができて楽しかった
です！(優子)

地域の伝統を守るため ５年に１度の大祭に

1

6 7

8 10

9

2 3

4 5



10

阿
武
町
総
合
防
災
訓
練

　

奈
古
地
区
を
対
象
に

緊
迫
感
を
持
っ
た
訓
練
を
実
施

　

訓
練
は
未
明
か
ら
大
雨
が
降
り
続
き
、

萩
市
沖
を
震
源
と
す
る
震
度
６
弱
の
地
震

が
発
生
。
40
分
後
に
３
ｍ
の
津
波
が
沿
岸

部
に
到
達
、
各
地
で
様
々
な
土
砂
災
害
や

火
災
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
中
、
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
た
阿
武
小
中
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
中
心
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
実
に
則
し
た
実
践
的
な
訓
練
を
意
識

し
、
奈
古
地
区
住
民
は
各
自
治
会
毎
に
避

難
訓
練
を
実
施
。
消
防
署
、
県
消
防
防
災

セ
ン
タ
ー
・
消
防
団
の
連
携
に
よ
る
消
火

訓
練
、
災
害
対
策
本
部
に
よ
る
安
否
確
認

等
の
通
信
訓
練
、
避
難
所
開
設
訓
練
等
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
警
機
動
隊
に
よ
る
倒
壊
家
屋

か
ら
の
救
出
訓
練
や
、
特
殊
車
両
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。
婦
人
会
や
社
協
で
結

成
さ
れ
た
日
赤
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出
し

訓
練
も
行
わ
れ
、
よ
り
緊
迫
感
の
あ
る
中

で
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

訓
練
内
容

○
対
象
地
区
住
民
（
奈
古
地
区
・

　

７
９
１
人
参
加
）

避
難
訓
練
、
消
火
器
使
用
訓

練
、
煙
避
難
訓
練

○
対
象
地
域
外
住
民
（
宇
田
中
央

　

・
尾
無
畑
・
惣
郷
自
治
会
１
９

　

６
人
参
加
）　

避
難
訓
練
、
防
災
ミ
ニ
集
会
等

○
日
赤
奉
仕
団
（
婦
人
会
・
社
協

　

18
人
参
加
）

炊
き
出
し
訓
練

○
萩
市
消
防
職
員
（
11
人
参
加
）

各
現
場
の
指
揮
・
指
導
、
緊
急

車
両
展
示

○
県
消
防
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー

　

（
６
人
参
加
）

空
中
消
火
訓
練
、
機
体
展
示

○
県
警
機
動
隊
・
警
察
署
（
22
人

　

参
加
）

倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
訓
練
・

車
輌
展
示

○
国
土
交
通
省
（
８
人
参
加
）

車
輌
展
示
、
活
動
紹
介

○
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
ハ
ツ
タ
山
口
・
パ
ネ

　

ッ
ク
ス
（
５
人
参
加
）

非
常
電
話
、
防
災
グ
ッ
ズ
展
示

○
消
防
団
員
（
１
１
３
人
参
加
）

消
火
訓
練
、
水
防
訓
練
、
人
命

救
助
訓
練
、
煙
避
難
指
導
等

○
役
場
職
員
（
57
人
参
加
）

災
害
対
策
本
部
訓
練
、
現
場
パ

ト
ロ
ー
ル
訓
練

○
役
場
・
支
所
宿
日
直（
18
人
参
加
）

緊
急
放
送
訓
練

地
震
、
暴
風
雨
、
津
波
、
大
火
な
ど
の
災
害
に
備
え
て 289/

　

地
震
、
暴
風
雨
、
津
波
、
大
火
な
ど
に
よ

る
大
災
害
を
想
定
し
た
阿
武
町
総
合
防
災
訓

練
が
、
奈
古
地
区
を
対
象
に
阿
武
小
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
災
害
応
急
対
策
活
動
を
主
体
と

し
た
総
合
的
な
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
防
災
関
係
機
関
相
互
の
緊
密
な
協

力
体
制
を
確
立
し
、
併
せ
て
地
域
団
体
、
住

民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は
消
防
等
の
関
係
機
関
を
含
め
1
２
４
５
人

が
参
加
し
、
対
象
地
区
で
あ
る
奈
古
地
区
の

住
民
は
７
９
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

防災ヘリきららの空中消火
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車両火災を想定した泡消火訓練

倒壊家屋からの救出訓練

基本操法デモンストレーション女性消防団員による消火器使い方指導

各特殊車両
が勢揃い

ジュラルミン製防弾盾の重さに驚き

日赤奉仕団による炊き出し

松浦菊江さん（美浜）
　ヘリコプターの音と迫力がす
ごかった！こういう訓練は大切
じゃね。これからも足に気をつ
けて、どこまでも歩いて避難で
きるよう健康でいなくっちゃ！

元気でいなくちゃ、逃げられない！
　阿武町に帰ってきて２年半。今
回初めて訓練に参加して、本当に
災害の時にこんなに自分が動ける
か心配になった。日頃から気をつ
けているけど、早めに避難するこ
とが大切だね。

早めの避難を心がけます　礒部秀昭さん（東方）

シート張り工法

災害伝言ダイヤルの使い方を学ぶ 避難所開設訓練

土のうづくり

消火訓練、火点へ走る

参加者の声
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●交通安全パレード　　９月１９日
●阿武町交通安全大会　９月２４日
●交通安全パレード　　９月１９日
●阿武町交通安全大会　９月２４日

交通安全教室の最後には、会場全員で「サイン！右よし！左よし！」交通安全教室の最後には、会場全員で「サイン！右よし！左よし！」

「お酒を飲んだら、
車に乗らないでね」

交通事故のない安全・安心な町づくりを
　秋の全国交通安全運動が９月21日～30日まで
の10日間、全国一斉に展開されました。阿武町
では期間中、朝と夕方に国道などの危険個所で
の街頭指導や交通安全自動車パレードなどを実
施しました。特に24日は、７回目となる「阿武
町交通安全大会」を町民ホールで開催し、住民
ら約400人が参加しました。大会では、開会宣
言に続き中村町長が「大会を契機に一人でも多
くの方が交通事故の重大性を再確認され、交通
事故のない安全安心な町づくりを一層推進して
いきたい」とあいさつ。また、浜田萩警察署長
のあいさつ、優良運転者らの表彰、交通安全作
文の発表に続き、山口県交通安全母の会阿武支
部の藤田恒代さんにより読上げられた交通安全
宣言が、満場一致で採択されました。
　式典終了後、交通安全教室や県警音楽隊によ
る吹奏楽演奏とカラーガードが行われたほか、
パトカーや白バイの展示、ＪＡＦ(日本自動車連
盟)の協力による時速５Kmの衝撃体験コーナー
などが設置され、体験した小中学生らは衝突の
ショックの大きさに驚いていました。

みどり保育園児が遊戯で歓迎

●交通安全自動車パレード　９月１９日開催

秋の全国交通安全運動（９月21日～３０日）秋の全国交通安全運動（９月21日～３０日）
ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました

交通安全宣言の伝達 交通安全自動車パレード

動体視力検査

婦警さんと一緒に敬礼！

県警音楽隊と保育園児が夢の共演県警音楽隊と保育園児が夢の共演

時
速
５
㎞
の
衝
撃
で

飛
び
出
す
エ
ア
バ
ッ
グ

子ども用免許証も発行

あ
こ
が
れ
の

制
服
に

　

ニ
ッ
コ
リ

ミ
ニ
白
バ
イ
も

大
人
気
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10
月
生
ま
れ

か
い
し
ん

梅
地
海
心
ち
ゃ
ん（
寺
東
）

平
成
25
年
10
月
20
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）
諭
史
さ
ん
・（
マ
マ
）
彩
さ
ん

　

こ
ん
に
ち
は
、
海
心
で
す
。

　

お
兄
ち
ゃ
ん
達
と
遊
ぶ
事
と
、
食
べ

る
事
が
大
好
き
♥　

今
は
上
手
に
歩
け

る
よ
う
に
練
習
中
だ
よ
。
早
く
歩
け
る

よ
う
に
な
っ
て
、
お
外
に
お
散
歩
に
行

き
た
い
な

　

見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
ね
！！

かいしん

【
町
表
彰
（
阿
武
町
交
通
安
全
対

策
協
議
会
長
表
彰
）】

●
H
26
交
通
安
全
功
労

★
奈
古
高
等
学
校

【
県
表
彰
（
県
警
本
部
長
・
県
交

通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰
）】

●
H
26
優
良
運
転
者

★
小
田
浩
三
（
宇
久
）

【
地
区
表
彰
（
萩
警
察
署
長
・
萩

交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰
）】

●
H
26
優
良
運
転
者

★
小
野
榮
槌
（
河
内
）

★
長
山　

登
（
下
郷
）

★
白
上
憲
治
（
釜
屋
）

★
三
明
五
枝
（
尾
無
畑
）

★
大
谷
久
代
（
尾
無
畑
）

★
岩
本
チ
ヨ
コ
（
惣
郷
）

【
協
会
長
表
彰
（
萩
交
通
安
全
協

会
長
表
彰
）】

平
成
26
年
度 

優
良
運
転
者

 
・
優
良
団
体
表
彰（
敬
称
略
）

交通安全作文を発表
『自転車競技大会で学んだこと』
福賀小４年　小野裕咲（下笹尾）

『自転車の安全な乗り方』
阿武小６年　青島　凜（野柳）

『油断大敵』
阿武中２年　近藤洸平（美咲）

『事故の防止に向けて、今できること』
福賀中３年　池埜紘太郎（金社）

●
H
26
優
良
運
転
者

★
龍
門
佳
子
（
木
与
）

★
杉　

敏
子
（
下
郷
）

★
西
村
信
教
（
市
）

★
高
橋
冨
代
（
西
の
一
）

★
大
谷
光
男
（
美
浜
）

★
水
津
利
江
（
宇
田
中
央
）

★
齋
藤
豊
子
（
惣
郷
）

★
柳
井
末
子
（
尾
無
畑
）

●
H
26
標
語
の
部

★
金
賞　

常
永
侑
杜
（
新
生
）

『
あ
ぶ
な
い
よ 

な
れ
て
る
道
も

　
　
　
　
　
　
　

気
を
つ
け
て
』

★
銀
賞　

藤
原
初
葉
（
中
村
）

『
予
測
し
て 

落
と
そ
う

　
　

ス
ピ
ー
ド 

ひ
ろ
え
る
命
』

町表彰を受ける
奈古高等学校代表 松井 廉さん

　平成26年８月１日付けで、福賀地区の福賀土
地改良区と福田土地改良区が合併し、阿武土地改
良区が設立され、10月７日にのうそんセンター
で設立総会が開催されました。
　この２つの改良区は、「地域の農地を守り、農
村が発展していく為、運営基盤の強化」を目的
に、平成24年４月に「福賀地区土地改良区合併
推進協議会」を発足させ、十数回の協議を重ね、
誕生したものです。
　今後は、土地改良施設の効率的な適正管理のみ
ならず、農事組合法人等との連携も強化し、地域
の農業全般の推進を図っていきます。
名称／阿武土地改良区
設立年月日／平成26年８月１日
面積／382.1ha
組合員数／165人
理事長／中野稔朗
理事／12人
幹事／３人

阿武土地改良区が設立されました

自転車は自動車と同じ“車”の仲
間。気をつけて運転しなければい
けない。

安全運転で自分がケガしないこ
と、誰かをケガさせないこと、ど
ちらもすごく大切。

自転車は便利な乗り物だが、油断
すると事故につながる危険な乗り
物にもなる。

みんなが安心して暮らせる環境が
つくれるよう、今できることを実
践していきたい。
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各地区で運動会
スポーツの秋

　秋のスポーツシーズンが
到来し、各地区で運動会が
開催されました。
　各地区の特色ある運動会
を紹介します。

宇田郷地区　９／21宇田郷地区　９／21

入った…かな！？入った…かな！？

阿武小・中合同 ９／14阿武小・中合同 ９／14

真剣な戦い真剣な戦い

集中集中

急げ急げ急げ急げ

阿武のアイドル!？阿武のアイドル!？

呼吸を合わせて呼吸を合わせて

組み体操、はじめ！
組み体操、はじめ！

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
完
成
！

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
完
成
！

負けないぞー！負けないぞー！
笑顔輝く
　ゴールシーン
笑顔輝く
　ゴールシーン

行くよ☆行くよ☆

イチニッ♪イチニッ♪

心ひとつに心ひとつに

優勝は白組！優勝は白組！

負
け
た
く
な
い
！

負
け
た
く
な
い
！

跳ねるように走る
跳ねるように走る

伝統競技も手慣れたもの♪伝統競技も手慣れたもの♪

ラムネがうれしい!?ラムネがうれしい!?

がんばってーがんばってー
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満
喫
満
喫
満
喫
親子で…親子で…
夫婦で

…
夫婦で

…

地域
で…

地域
で…

クラスメイトで…クラスメイトで…
親子で…
夫婦で

…

地域
で…

クラスメイトで…

福賀地区　９／14福賀地区　９／14

会心のゴール会心のゴール

真剣に真剣に

いかないで～
(T_T)
いかないで～
(T_T)

校長もやる気満 ！々
校長もやる気満 ！々

いくぜ！いくぜ！

負けられない戦いが、そこにはある…負けられない戦いが、そこにはある…

魂込めた応援合戦魂込めた応援合戦

変
身
！

いくぜ！いくぜ！

ドキ
　ドキ
ドキ
　ドキ

入った！入った！

平成26年度福賀地区秋季大運動会（福賀小・中学校）

福賀パワー全開！ ～みんなで協力、４つの力～
　９月14日に福賀小中学校グラウンドで、福賀地区秋季大運動会が開催されました。
　今年も小学生・中学生の運動会実行委員を中心に夏休み前から計画を立て、準備や練習をしてき
ました。当日の競技や応援合戦では練習の成果を十分に発揮し、両組熱い火花を散らしました。

『ゴールをめざして』
　まず、みどり保育園福賀分園
の園児がゴールまで走りまし
た。ゴール後に来年度福賀小に
入学予定の園児は、小学生が作
る騎馬に乗ってマイクの所まで
行き、自己紹介や小学校に入ってがんばりたいことを発表
しました。小学生のお兄さん、お姉さんは来年入ってくる
のを楽しみにしています。

『玉入れ～福賀・秋の陣2014～』
　園児、地域の方にも参加してもらい、保・小・中・地域
で競技を行いました。この競技
は高い位置と低い位置にカゴが
あり、相手の玉が入らないよう
に邪魔をする中学生がいます。
中学生をうまくかわして玉を入
れる様子が見られました。

教育のひろば

今年は２年ぶりに勝負がつき、白組の勝利で幕を閉じました。

　赤組のシンボルキャラクター
は「カルックス」。「強く美し
く舞い上がれ」を合い言葉に、
炎のように熱く燃えました。模
型のカルックスを作り、空に舞
い上がらせました。

 白組はシンボルキャラクタ
ー「とらじろう」を掲げ、
「吠えろ、聖なる白きソウ
ル」のテーマのもと、ユニー
クさや元気のよさ、チームワ
ークで勝負しました。

『応援合戦』

良
い
ご
身
分
の
２
人

良
い
ご
身
分
の
２
人



　

あ
ま
ー
い
梨
の
香
り
漂
う
福
の
里
直
売
所

で
９
月
22
日
・
23
日
の
２
日
間
、
第
４
回
福

賀
の
梨 

南
水
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
冒
頭
に
は
、
県
産
農
林
水
産
物

の
味
や
品
質
を
重
視
し
独
自
の
基
準
で
厳
選

し
認
定
す
る
〝
や
ま
ぐ
ち
ブ
ラ
ン
ド
〞
の
登

録
証
交
付
式
が
行
わ
れ
、
「
福
賀
の
南
水
」

が
61
番
目
の
品
目
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
南
水
」
は
果
汁
が
多
く
、
甘
み
が
強
い
和
梨
独
特
の
シ

ャ
キ
シ
ャ
キ
感
が
特
徴
。
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
南
水
と
二

十
世
紀
の
食
べ
比
べ
や
梨
の
販
売
。

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
梨
の
皮
む

き
競
争
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
町
外
か
ら
訪
れ
る
リ
ピ

ー
タ
ー
も
多
く
、
参
加
型
の
イ
ベ
ン

ト
が
多
い
会
場
は
、
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

〝
奈
古
の
天
神
様
〞
菅
原
神
社
（
東
方
）
の
秋
祭
り
が
９

月
24
日
・
25
日
の
２
日
間
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
舞
を
奉
納
し
た
の
は
、
阿
武
小
１
年
の
小
池
由
奈
さ

ん
（
河
内
）、
小
野
心
夏
さ
ん
（
河
内
）、
小
野
綾
香
さ
ん

（
美
里
）と
、
み
ど
り
保
育
園
年
長
の
伊
藤
凛
々
さ
ん
（
水

ヶ
迫
）
の
４
人
。
巫
女
の
舞
保
存
会
の
指
導
の
も
と
、
９
月

１
日
か
ら
約
３
週
間
ほ
ぼ
毎
日
練
習
を
重
ね
、
当
日
を
迎
え

ま
し
た
。

　

24
日
夜
は
菅
原
神
社
の
鳥
居
の
前
で
、
や
わ
ら
か
な
灯
り

に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
、

山
車
の
中
で
優
雅
に
舞

う
巫
女
の
姿
に
観
客
は

う
っ
と
り
。
扇
子
と
鈴

を
持
っ
て
か
わ
い
ら
し

く
舞
を
奉
納
す
る
姿

に
、
声
援
も
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

25
日
は
奈
古
町
内
を

ま
わ
り
、
疫
病
防
止
と

五
穀
豊
穣
を
願
い
ま
し

た
。

　

現
役
の
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
教

わ
る
「
走
り
方
指
導
教
室
」
が

９
月
25
日
、
阿
武
小
中
学
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
導
を
し
た
の
は
昨
年
度
も

国
体
に
出
場
し
た
白
神
有
美
さ

ん
（
山
口
維
新
公
園
所
属
）。

走
る
た
め
に
大
切
な
体
の
柔
軟
さ
や
足
の
運
び
方
を
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し
た
後
に
、
速
く
走
る
コ
ツ
を
実
践
。
足
を
地
面
に

垂
直
に
落
と
し
十
分
に
反
発
を
受
け
、
体
を
少
し
前
に
倒
す

だ
け
で
変
わ
る
ス
ピ
ー
ド
を
児
童
ら
は
体
感
。
今
後
の
練
習

に
活
か
す
と
は
り
き
っ
て
い
ま
し
た
。

　

町
の
特
産
品
の
普
及
と
子
ど
も
た
ち
の
食
育
を
目
的
に

「
福
賀
の
南
水
」
出
前
講
座
が
９
月
25
日
、
阿
武
小
学
校
で

実
施
さ
れ
福
賀
の
梨
が
給
食
の

デ
ザ
ー
ト
に
登
場
し
ま
し
た
。

　

給
食
前
に
は
、
福
賀
梨
生
産

組
合
の
水
津
明
文
組
合
長
が
梨

の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
説
明

し
、
「
地
元
の
味
に
親
し
ん
で

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
説
明

を
聞
い
た
後
の
梨
の
味
は
ま
た

格
別
だ
っ
た
よ
う
で
、
児
童
ら

は
満
足
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。
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山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

ポ
イ
ン
ト
は「
地
面
の
反
発
」を

　
　
　

も
ら
う
こ
と

ポ
イ
ン
ト
は「
地
面
の
反
発
」を

　
　
　

も
ら
う
こ
と

現
役
陸
上
選
手
が

　

〝
走
り
方
〞
指
導

現
役
陸
上
選
手
が

　

〝
走
り
方
〞
指
導

み
ず
み
ず
し
い
特
産
福
賀
高
原
梨
を
堪
能

　　

阿
武
小
学
校
で
地
産
地
消
給
食
〜
梨
編
〜

み
ず
み
ず
し
い
特
産
福
賀
高
原
梨
を
堪
能

　　

阿
武
小
学
校
で
地
産
地
消
給
食
〜
梨
編
〜

㊗やまぐちブランド登録!!
旬の“梨”をたくさん召し上がれ

～南水まつり～

㊗やまぐちブランド登録!!
旬の“梨”をたくさん召し上がれ

～南水まつり～

なしが溢れる
ほどの詰め放題
なしが溢れる
ほどの詰め放題

優艶な舞を披露する優艶な舞を披露する

伝統の巫女の舞を披露
菅原神社秋祭り

　このお祭りを毎年楽し
みにしています。次は４
ｍ越えを目指したいね!!

梨
の
皮
む
き
競
争

優
勝　

末
武 

満
さ
ん

記
録
更
新
！

　
　

３
９
７
㎝
！

福賀梨生産組合のみなさん 登録証を授与

かわいい巫女の舞を披露した４人
右から小池さん、小野心夏さん、
小野綾香さん（阿武小1年）、
伊藤さん（みどり保育園年長）

かわいい巫女の舞を披露した４人
右から小池さん、小野心夏さん、
小野綾香さん（阿武小1年）、
伊藤さん（みどり保育園年長）



　

阿
武
地
域
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
が
、
阿
武
町
の
暮
ら
し
を
紹
介
す
る
「
阿

武
町
暮
ら
し
の
地
図
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

地
図
は
カ
ラ
ー
刷
り
の
A
1
サ
イ
ズ
を
20
×

10
㎝
ま
で
折
り
込
ん
だ
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ

で
、
阿
武
町
の
地
図
を
中
心
に
各
地
区
の
見
所

や
日
常
の
風
景
な
ど
を
紹
介
。
片
面
に
は
「
ひ

と
」
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
特
産
品
や
〝
思

い
〞
に
触
れ
て
い
ま
す
。

　

発
行
に
あ
た
り
協
議
会
は
「
取
材
に
ご
協
力

し
て
下
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
住
み
慣
れ
た
町
、
阿
武
町
で
暮
ら
す

人
々
。
あ
り
き
た
り
の
日
々
に
、
残
さ
れ
た
厳

し
さ
と
優
し
さ
を
感
じ
る
。
そ
の
よ
う
な
日
常

の
〝
暮
ら
し
〞
の
風
景
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、

ど
こ
に
も
な
い
阿
武
町
の
〝
素
〞
の
魅
力
を
町

内
外
の
皆
様

に
知
っ
て
頂

き
、
よ
り
好

き
に
な
っ
て

頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い

ま
す
。

　

暮
ら
し
の

地
図
は
今
月

号
の
広
報
あ

ぶ
と
一
緒
に

各
世
帯
に
配

布
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一

度
、
ゆ
っ
く

り
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成

を
願
う
地
域
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
、

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス

ト
㈱
か
ら
、
阿
武
小
学

校
に
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
用

具
（
タ
グ
ベ
ル
ト
40

本
、
タ
グ
40
組
80
本
、

ボ
ー
ル
5
個
）が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

併
せ
て
、
３
、
４
年
生

の
34
人
が
、
パ
ス
な
ど

の
基
本
動
作
を
学
ぶ
教

室
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　

指
導
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ

エ
ス
ト
の
コ
ー
チ
を
務
め
る
高
井
明
彦
さ
ん
と
上
杉
慎
二
さ

ん
。「
パ
ス
の
基
本
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
声
を
出
す

方
も
聞
く
方
も
大
切
。
言
葉
と
一
緒
で
相
手
の
目
を
見
て
」

な
ど
本
格
的
な
指
導
。
同
社
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
が
未
体
験
の

児
童
ら
を
対
象
に
、
よ
り
安
全
に
ル
ー
ル
化
し
た
「
タ
グ
ラ

グ
ビ
ー
」
教
室
を
通
じ
、
ス
ポ

ー
ツ
本
来
の
楽
し
さ
は
も
ち
ろ

ん
、
仲
間
と
の
絆
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　

児
童
ら
は
約
２
時
間
の
激
し

い
動
き
の
練
習
に
も
、「
も
っ

と
や
り
た
い
。
も
っ
と
学
び
た

い
」
と
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
魅
力

に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
物
の
舞
台
芸
術

を
体
験
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
る
山
口
県
巡
回
ふ

れ
あ
い
公
演
が
10
月

２
日
、
福
賀
小
中
学

校
体
育
館
で
行
わ
れ

劇
団
ア
ー
ト
イ
ン

A
shibina

に
よ
る
演

目
「
ね
こ
は
し
る
」

が
公
演
さ
れ
ま
し

た
。

　

「
ね
こ
は
し
る
」

は
雪
国
の
小
さ
な
村

で
生
ま
れ
た
黒
ね
こ

ラ
ン
と
一
人
ぼ
っ
ち

の
池
の
魚
の
物
語
。
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
友
だ
ち
と
な

り
、
春
か
ら
夏
、
そ
し
て
秋
へ
と
め
く
る
め
く
季
節
を
共
に

過
ご
し
て
き
た
２
匹
。
や
が
て
冬
に
な
っ
た
時
、
他
の
ね
こ

た
ち
が
魚
を
見
つ
け
満
月
の
夜
に
「
魚
と
り
競
走
」
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
。
あ
る
夜
、
魚
は
自
分
の
決
意
を
ラ
ン
に
告

げ
、
ラ
ン
は
最
後
の
決
断
に
迫
ら
れ
ま
す
。

　

3
人
の
劇
団
員
が
何
役
も
兼
ね
る
こ
と
で
、
黒
ね
こ
ラ
ン

と
魚
だ
け
で
な
く
、
時
に
は
そ
の
交
流
を
見
て
い
た
風
や

蜂
、
蝶
々
、
蛙
な
ど
の
第
3
者
視
点
で
物
語
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
季
節
が
お
り
な
す
様
々
な
音
を
オ
カ
リ
ナ
や

紙
コ
ッ
プ
を
絹
糸
に
通
し
た
楽
器
ス
ト
リ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ー
に

よ
っ
て
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

鑑
賞
後
、
福
賀
小
中
学
生
は
今
回
の
演
劇
を
参
考
に
今
月

25
日
の
学
校
祭
に
し
っ
か
り
活
か
し
た
い
と
意
気
込
み
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。
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阿
武
町
暮
ら
し
の
地
図

阿
武
町
暮
ら
し
の
地
図

あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場総務課企画広報係（☎2̶3111）　E-mail : kikaku02@town.abu.lg.jp

目
に
は
涙
を
心
に
は
え
い
よ
う
を

山
口
県
巡
回
ふ
れ
あ
い
公
演
「
ね
こ
は
し
る
」

目
に
は
涙
を
心
に
は
え
い
よ
う
を

山
口
県
巡
回
ふ
れ
あ
い
公
演
「
ね
こ
は
し
る
」

相手をかいくぐってトライを狙う

指導したコカ・コーラウエスト
の髙井さん(左)と上杉さん

阿武町の“暮らし”がギュッと凝縮
「阿武町暮らしの地図」を作成

ラ
グ
ビ
ー
・
ト
ッ
プ
リ
ー
グ

コ
ー
チ
が
熱
血
指
導

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
教
室

ラ
グ
ビ
ー
・
ト
ッ
プ
リ
ー
グ

コ
ー
チ
が
熱
血
指
導

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
教
室



18

　

み
ど
り
保
育
園
に
通
う
園
児

が
、
外
国
人
青
年
と
日
常
的
に
英

語
で
ふ
れ
あ
い
を
持
つ
中
で
、
自

然
に
異
文
化
や
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英

語
の
言
語
感
覚
を
身
に
つ
け
、
国

際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
の

さ
き
が
け
と
な
る
環
境
づ
く
り
を

図
る
た
め
、
10
月
１
日
に
ヴ
ァ
レ

リ
ー
・
ド
ロ
レ
さ
ん
が
初
登
園
。

「
ヴ
ァ
ル
先
生
」
と
し
て
働
き
始

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
回
で
３
年
目
を
迎

え
る
町
単
独
の
招
へ
い
事
業
で
カ

ナ
ダ
の
ビ
シ
ョ
ッ
プ
ス
大
学
と
協

定
を
結
び
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
行
う
就
業
体
験
生
と
し
て
受
け

入
れ
る
も
の
で
、
期
間
は
10
月
か

ら
翌
年
７
月
ま
で
の
10
ヶ
月
間
。

ヴ
ァ
レ
リ
ー
さ
ん
は
３
人
目
の
保

育
士
補
助
員
と
な
り
ま
す
。

　

１
日
に
初
登
園
し
た
ヴ
ァ
レ
リ

ー
さ
ん
は
、
園
児
た
ち
の
熱
烈
な

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
感
激
し
た
様

子
。
初
年
度
に
保
育
園
に
来
た
ゾ

エ
先
生
と
カ
ナ
ダ
で
も
仲
良
し
と

い
う
こ
と
で
、
ゾ
エ
先
生
か
ら
園

児
に
宛
て
た
手
紙
や
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
を
持
参
し
、
子
ど
も
た
ち
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
か
、
子
ど
も

た
ち
は
積
極
的
に
ヴ
ァ
レ
リ
ー
先

生
に
〝
英
語
〞
で
質
問
を
し
、
簡

単
な
単
語
の
答
え
を
し
っ
か
り
と

理
解
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
し
ば
ら
く
年
長
の
ク

ラ
ス
に
入
り
な
が
ら
園
の
仕
組
み

の
理
解
や
、
子
ど
も
た
ち
と
の
関

わ
り
を
深
め
る
と
共
に
、
英
語
教

室
の
準
備
な
ど
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

　

阿
武
町
の
魅
力
づ
く
り
の
た
め

に
も
、
今
後
の
更
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q
．
簡
単
な
自
己
紹
介
を
お
願
い

し
ま
す

　

こ
ん
に
ち
は
。
私
の
名
前
は
ヴ

ァ
レ
リ
ー
・
ド
ロ
レ
で
す
。

　

カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
シ
ャ
ー

ブ
ル
ッ
ク
出
身
で
、
ビ
シ
ョ
ッ
プ

ス
大
学
外
国
語
学
部
の
３
年
生
で

す
。
大
学
で
は
日
本
語
と
イ
タ
リ

ア
語
を
専
攻
し
、
勉
強
し
て
い
ま

す
。

Q
．
日
本
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ

か
け
は
？

　

高
校
生
の
時
に
、
友
だ
ち
が
私

に
日
本
の
ア
ニ
メ
を
見
せ
て
く
れ

て
、
そ
れ
か
ら
日
本
の
ア
ニ
メ
を

た
く
さ
ん
見
て
日
本
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。

　

日
本
の
文
化
は
ア
メ
リ
カ
や
カ

ナ
ダ
と
違
い
ま
す
が
、
私
は
日
本

の
文
化
の
方
が
感
覚
的
に
近
い
と

感
じ
ま
し
た
。
特
に
日
本
の
芸
術

や
文
学
に
興
味
が
あ
り
ま
す
！　

　

作
家
の
小
川
洋
子
さ
ん
、
村
上

春
樹
さ
ん
の
作
品
が
好
き
で
す
。

Q
．
阿
武
町
の
印
象
は
？

　

海
や
山
、
そ
し
て
家
な
ど
が
と

て
も
き
れ
い
な
町
だ
と
思
い
ま

す
。
住
ん
で
い
る
人
が
み
ん
な
優

し
そ
う
で
す
。

Q
．
阿
武
町
の
み
な
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を

　

は
じ
め
ま
し
て
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

日
本
語
は
、
カ
ナ
ダ
で
勉
強
し

て
少
し
は
分
か
り
ま
す
の
で
、
気

軽
に
日
本
語
で
話
し
か
け
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
私
の
日
本
語
の

勉
強
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
出
身
地　

カ
ナ
ダ 

ケ
ベ
ッ
ク

州
シ
ャ
ー
ブ
ル
ッ
ク
市

●
誕
生
日　

４
月
12
日
（
23
歳
）

●
身
長　

１
６
５
㎝

●
家
族　

６
人
家
族 

４
人
弟
妹

の
長
女

●
趣
味　

読
書
、
絵
を
描
く
こ
と

●
好
き
な
食
べ
も
の　

寿
司
、
天

ぷ
ら
、
ラ
ー
メ
ン

●
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ　

水
泳
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

●
こ
と
ば　

英
語
、
フ
ラ
ン
ス

語
、
日
本
語
、
イ
タ
リ
ア

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ド
イ
ツ

語（
少
し
）、
韓
国
語（
勉
強
中
）

保
育
園
で
は
〝
ヴ
ァ
ル
先
生
〞

ま
ち
で
は
〝
ヴ
ァ
レ
リ
ー
〞
と

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
！

ぬいぐるみと英語の本のプレゼント

英語で質問できました

「健康に気をつけて頑張って
ください」と中村町長が激励

〜
阿
武
町
立
み
ど
り
保
育
園 

外
国
人
青
年
招
致
事
業
〜

ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ド
ロ
レ
先
生
を

　
　
　
　
　
　

紹
介
し
ま
す
！

はじめまして！
よろしくね



反
射
材
、
早
速
靴
へ

　
　
　
　
　

交
通
法
令
講
習
会

　

萩
交
通
安
全
協
会
福
賀
分
会
に
よ
る

交
通
法
令
講
習
会
が
８
月
29
日
に
の
う

そ
ん
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
交
通
法
令
な
ど
に
つ
い

て
、
講
演
や
啓
発
ビ
デ
オ
の
上
映
が
あ
り
ま
し
た
。

　

萩
警
察
署
の
大
下
交
通
課
長
さ
ん
か
ら
、
管
内
で
の
子

供
や
高
齢
者
の
事
故
事
案
よ
り
、
高
齢
者
の
動
体
視
力
の

衰
え
に
よ
る
注
意
点
や
、
予
想
外
で
の
出
来
事
に
も
適
切

な
判
断
を
行
う
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
の
照
明
を
落
と
し
た
中
で
、
夜
間
外
出
時

に
お
け
る
反
射
材
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
実
演
は
、
靴
の

後
ろ
に
付
け
た
小
さ
な
反
射
材
で
も
、
十
分
威
力
を
発
揮

す
る
事
を
再
確
認
で
き
、
早
速
そ
の
場
で
靴
に
付
け
ら
れ

る
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
「
い
つ
も
心
に
交
通
安
全
」
の
思
い
を
新
た
に
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

6
年
ぶ
り
！
福
賀
下（
青
）が
優
勝

　
　
　
　
　
　

秋
季
大
運
動
会

　

保
小
中
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

合
同
で
開
催
す
る
福
賀
地
区
秋
季
大

運
動
会
が
９
月
14
日
、「
福
賀
パ
ワ

ー
全
開
！
〜
み
ん
な
で
協
力
、
４
つ

の
力
〜
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
る
ほ
ど
の
晴
天
の
中
で
、

保
育
園
と
学
校
、
地
域
が
互
い
の
競
技
に
一
生
懸
命
に
取

り
組
み
、
相
乗
効
果
に
よ
り
一
体
感
が
育
ま
れ
、
４
つ
の

力
が
生
か
さ
れ
た
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

優
勝
は
６
年
振
り
に
、
福
賀
下
（
青
）
チ
ー
ム
が
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

芝
生
、
勢
い
を
増
す…

　

９
月
７
日
、
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
９
月
21
日
の
ふ
れ
あ
い
運
動
会

に
向
け
て
、
主
に
雑
草
と
芝
生
の
草

刈
り
作
業
で
す
。
芝
生
は
年
々
勢
力

を
増
し
、
２
・
３
年
の
う
ち
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
体
を

芝
生
が
覆
い
、
ゴ
ル
フ
場
の
様
に
な
る
か
も
！？
お
手
伝
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

白
組
が
優
勝
！
赤
組
の
３
連
覇
な
ら
ず
！！

　

９
月
21
日
、
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
宇
田
郷
地
区
ふ
れ
あ
い
運
動
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
快
晴
の
秋
空
の

も
と
、
１
５
０
人
以
上
の
住
民
が
集

ま
り
、
運
動
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

競
技
で
は
、
笑
い
、
ハ
プ
ニ
ン

グ
、
体
力
的
に
つ
ら
い
？
競
技
も
あ

り
ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間
の
１
日
で
し
た
。
選
手
の

皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
反
省
点
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
次
回
は
改
善
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
結
果
は
、
白

組
が
優
勝
し
、
赤
組
の
３
連
覇
を
阻
止
し
ま
し
た
。

混
成
で
楽
し
く
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

９
月
25
日
、
ユ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
萩
店

で
宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
主
催
の
ふ

れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

２
回
目
と
な
る
教
室
に
は
26
人
の

会
員
が
参
加
。
男
女
混
成
の
グ
ル
ー

プ
で
ス
ト
ラ
イ
ク
の
時
は
ハ
イ
タ
ッ

チ
も
。
１
回
目
よ
り
ス
コ
ア
の
上
が

っ
た
人
も
多
く
、
次
回
は
大
会
を
行

う
こ
と
も
検
討
中
で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

慣
れ
た
道
で
も
「
予
見
」
と
「
安
全
確
認
」

〜
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
〜

　

９
月
16
日
に
奈
古
寿
齢
大
学
９

月
講
座
を
開
催
し
、
萩
警
察
署
の

鷹
島
俊
彦
警
部
補
に
「
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
」
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

歳
を
重
ね
る
と
、
近
づ
い
て
来

る
車
の
速
度
や
距
離
を
正
し
く
判
断
で
き
な
か
っ
た
り
、

自
分
が
思
う
ほ
ど
機
敏
に
動
け
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
「
自
分
は
事
故
に
遭
う
は
ず
が
な
い
」「
車
は
来
な
い
だ

ろ
う
」と
考
え
ず
、「
も
し
か
し
た
ら
事
故
に
遭
う
か
も
し

れ
な
い
」「
車
が
す
ぐ
近
く
ま
で
来
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
予
見
を
し
、
通
り
慣
れ
た
道
で
も
気
を
抜
か
ず
、

常
に
安
全
確
認
を
怠
ら
な
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
、
事

故
防
止
に
つ
な
が
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

県
大
会
で
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に･･･

〜
奈
古
ス
ポ
少
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
〜

　

９
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
「
萩
市
長
杯

争
奪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
に
お
い
て
、

出
場
し
た
９
チ
ー
ム
中
第
３
位
に
入
る
な

ど
、大
活
躍
中
の
若
き
バ
レ
ー
ボ
ー
ラ
ー
。

　

し
か
し
、
23
日
に
行
わ
れ
た
山
口
県
体

育
大
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
部
に
出
場
し

ま
し
た
が
、
地
区
代
表
の
強
豪
チ
ー
ム
に

惜
敗
し
、
組
別
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
勝
ち
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
マ
ル
キ

ュ
ウ
カ
ッ
プ
山
口
県
大
会
へ
の
出
場

権
を
得
る
た
め
、
10
月
19
日
に
行
わ

れ
る
「
萩
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」
に
向

け
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

芝生に手こずる体力的につらい？綱引きストライクをねらって

棒落としで反射神経をチェック棒落としで反射神経をチェック萩市長杯争奪大会で３位入賞萩市長杯争奪大会で３位入賞県大会で作戦会議県大会で作戦会議

地域一体となって地域一体となって

19
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●修学旅行　９月22 日～25日の４日間、
奈古高校２年生（普通科20名、生物資源科学
科14名）が関東方面へ修学旅行に行きました。
　新幹線で東京駅に到着後、初日はまず上野動
物園や浅草、お台場を観光。多くの生徒が初め
ての東京で、人の多さに驚いている様子でした。
　２日目は上野駅をスタートし、自分たちで考
えたプランをこなして両国駅まで帰ってくる東
京都内班別自主研修を実施。夜には元関取の経
営されているちゃんこ料理店で本場の味に舌鼓
を打ち、その元関取と歓談する機会をいただく
など充実した内容となりました。
　３日目には、ディズニーランドへ行き敷地内
のホテルで、学校向けディズニーランドでのサ
ービス実践プログラム「ディズニーランドアカ
デミー」を受講し、おもてなしのルールやコミ
ュニケーションのポイントを学びました。

奈
古
高
校
は
今

　生徒たちは都会なら ではの貴重な経験
をし、これからの社会生活にきっと活かしてく
れることと思います。
●阿武町交通安全大会　９月24日に阿武町町
民センターで、平成26年度阿武町交通安全大
会が開催されました。阿武町の交通マナーアッ
プ作戦と阿武町交通安全大会は交互開催で、本
年は交通安全大会でした。
　大会で奈古高校は、交通安全に向けた継続的
な取組みが評価され、学校として交通安全功労
者で表彰されました。表彰式では、賞状と記念
品が中村阿武町長から、学校代表の生徒会長に
授与されました。
　また、式の合間には、本校の家庭クラブ員が
作成した、干支の午年にちなんだ交通安全マス
コットを生徒会・交通委員・家庭クラブ員が配
布しました。
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　あぶ町食育しあわせプラン実行委員会では、小中学生とその保護者を対象に地元食材を
使ったアイデア料理を募集し、その１次審査（書類審査）を９月５日（金）に行いました。　
　その後、１次審査を通過した５組のみなさんにお集まりいただき、２次審査（試食審査）を９月27日（土）
に町民センターで行いました。少し緊張気味にスタートした２次審査でしたが、家で研究を重ねた自慢のア
イデア料理を一生懸命に、そして親子で楽しそうに料理されるみなさんの姿が印象的で、みなさんのがんば
る姿に感動した２次審査でした。
　どのメニューもとてもすばらしかったので、今後、学校給食部門の2品は学校給食で献立になったり、お
店部門のお店（ダイニングカフェ846・まんま屋たんぽこ）では11月からメニュー化されることになりま
した。ぜひ、楽しみにしていてくださいね。みなさんのご応募、本当にありがとうございました！

ベーコンまきポテ
トの焼き加減を見
る初葉さん

サ
ラ
ダ
の
盛
り
つ
け
を

す
る
夏
未
さ
ん

付
け
合
わ
せ
の
野
菜
を
食
べ
や

す
い
大
き
さ
に
分
け
る
翼
く
ん

ぎ
ょ
う
ざ
を
焼
く
愛
さ
ん

【審査員４人】経済課長：工藤茂篤　教育委員会 指導主事：三輪錠次
　　　　　　　阿武町生活改善実行グループ連絡協議会会長：中野逸子　学校栄養教諭：上田近代

【審査結果】
学校給食部門：最優秀賞「無角和牛の焼きはるまき」
　福賀中１年　白松　春香さん・利恵さん

お店部門：最優秀賞「ほうれん草入りベーコンまきポテト」
福賀小６年　藤原　初葉さん・美智代さん

【コンテストに参加されたみなさんの感想】
●少し緊張したけれど、いつもどおりできてよ
　かったです。
●給食やお店のメニューなどに使われるので、
　とてもうれしいです。
●食について改めていろいろと考えることがで
　きるのでとってもよいと思います。もっとい
　ろいろな家族が参加したらよいと思います。

“２次審査に参加した方以外にもメニュー化決定！”
■阿武中１年大野直輝くんの「野菜たっぷりキッ
　シュ」が「学校給食」で献立になります！いつ
　給食に出てくるかはお楽しみに。
■阿武中1年白石阿須香さんの「白ごまかおる簡
　単ちらし寿司」が「ダイニングカフェ846」
　で、阿武中1年森優大くんの「ホウレン草バー
　グのオニオンソースがけ」が「まんま屋たんぽ
　こ」でメニュー化されます。
“お店にも出る高橋くんのメニュー”
■阿武小4年高橋翼くんの「たこロッケ」と「ギョ
　魚ぎょうざ」はダブルで「ちっぽら食堂」でも
　食べられるよ！すごいっ！（日にちは未定です）

「ダイニングカフェ８４６」ではお店部
門の子どもたちのアイデア料理を組み
合わせて「アイデア料理定食」で食べ
られます。11月の土･日･祝に1食1０８0
円です！食べに来てね！

　　　　　　　　  「まんま屋たんぽこ」ではお店部門
の子どもたちのアイデア料理を組み合わせて「阿武子
（あぶっこ）膳」で食べられます。1食1500円で予約が必要
です！11月の水･土・日・祝限定です。食べに来てね！

石川栄養士石川栄養士石川栄養士

は
る
ま
き
の
具
を

　

包
む
春
香
さ
ん

～みんなのおいしい料理が体を
　育て、心を豊かにします！～
がんばったみんなの素敵な笑顔！

3日前までに予約を！
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個
人
の
部

団
体
の
部

モ
デ
ル
カ
ー
テ
ン

優秀賞　中野　忍さん（上東郷）
優秀賞　藤田當代さん（上笹尾）

☆努力賞　松原英子さん（中村）、西村洋子さん（下笹尾）
☆新人賞　小野眞治さん（河内）、木原マサ枝さん（金社）
☆奨励賞　末若清市さん（市）、小野良隆さん（市）、藤村喜代子さん（市）、金崎洋さん（尾無畑）

最優秀賞　有限会社　サン 優秀賞　萩阿武商工会阿武支所

阿武町社会福祉協議会 阿武町立阿武中学校

優秀賞　ちっぽら食堂

最
優
秀
賞

藤
村
憲
司
さ
ん（
釜
屋
）

●問い合わせ先　阿武町地球温暖化対策地域協議会事務局　☎２―３１１３（役場民生課 環境保健係）

　総数38作品もの応募をいた
だき、本当にありがとうござい
ました！
　光る個性☆力作揃い☆で、気
持ちを込めて育てられているこ
とがよく伝わってきました。
　来年も、ぜひみんなで一緒
に、楽しく取り組みましょう☆

　阿武土地改良区の設立にともない、土地改良区から推薦される農業委員として、阿武
土地改良区の中野稔朗委員（上東郷）が選任され、10月16日に中村町長から選任書が
交付されました。
　農業委員は、農業者の代表として、農地の売買・貸借や転用などの審査、遊休農地の
調査・指導、担い手の育成確保や農業者年金の加入と受給などを中心に、農地、農業に
関する事務を執行する行政委員会と
して設置されています。
　農業に携わる方々に対して、きめ
細やかなサポート活動を行いますの
で、お気軽にご相談ください。
　また農業委員は、それぞれ右表の
とおり担当地区を設けています。農
地、農業に関する相談は、担当地区
の農業委員、または農業委員会事務
局（役場経済課内 ☎２ー３１１４）に
お問い合わせください。

農業委員（土地改良区推薦）に
中野 稔朗氏を選任

電話番号担　　当　　地　　区
2-2240
2-2218
2-2672
5-0870
5-0236
5-0421
5-0646
4-0744
4-0135
4-0019

委員名
小野　眞治
池田　　淳
花田ひとみ
市河　憲良
中野　稔朗
長嶺　　淳
池田　　誠
田中　静江
白石　修照
伊藤佐登子

河内、下郷、東方、釜屋、大里、水ヶ迫、岡田橋
木与、宇久、上郷、寺東
野柳、市、土、筒尾、西、浜
久瀬原、上東郷、下東郷、新田、伊当 
野沢、中村、森見藤、宇田地
金社、上笹尾、下笹尾、栃原、新生
宇生賀中央、飯谷
宇田中央
宇田浦 
尾無畑、惣郷

奈　

古

福　

賀

宇
田
郷

中野稔朗委員
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ハートピア共済ハートピア共済
～小さな負担で大きな保障～小さな負担で大きな保障～

「中小企業勤労者共済制度」
〇加入できる方は、県内の中小企業の勤労者で、契約発効日の前日に健康な方
〇この制度は、死亡・障害・入院・住宅災害等の不測の事態に対してセットで保障し、結婚、出産、
　銀婚、小・中・高校入学祝にも給付します。
　福利厚生事業として、全国宿泊施設利用料助成（１人2,000円）、人間ドック・脳ドック受診料助成
（１人1,000円～8,000円）、
国家資格試験等受験料助成（１
人2,000円・3,000円）
〇事業所が従業員のために共済
掛金を負担された場合は、損金
または必要経費として算入でき
ます。
●問い合わせ先　阿武町勤労者
　福祉共済会（役場経済課内）
　☎２－３１１４

型種

１型
２型
３型
４型
高齢者型
ファミリー
型

月掛金
（１人）
４５０円
９００円
１,５００円
２,０００円
４５０円

５００円

最高給付金額
（交通事故）死亡

２４０万円
４８０万円
７２０万円
１，０００万円
１００万円

２００万円

加入年齢

満15歳以上満65歳未満
（4型は満50歳未満まで）

満65歳以上満71歳未満
0歳以上満65歳未満
（子どもは満25歳未満）

【
対
象
者
】

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

【
受
診
期
間
】
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

【
健
診
項
目
】
問
診
、
診
察
、
血
液
検
査

（
貧
血
検
査
含
む
）、
尿
検
査

【
健
康
診
査
を
受
診
時
に
必
要
な
も
の
】

・
健
康
診
査
受
診
券
（
黄
色
の
紙
）

・
質
問
票

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
５
０
０
円
（
自
己
負
担
額
と
し
て
）

【
健
康
診
査
の
結
果
通
知
】（
次
の
い
ず
れ
か

　

の
方
法
で
通
知
）

・
受
診
さ
れ
た
健
診
機
関
か
ら
通
知

・
受
診
し
た
健
診
機
関
で
結
果
を
説
明

【
受
診
券
を
な
く
し
た
場
合
】

　

被
保
険
者
証
を
ご
持
参
の
う
え
、
役
場
民

　

生
課
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口
に
て
受
診
券

　

の
再
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
役
場
民
生
課
介
護
福
祉
係

　

☎
２―

３
１
１
５

・
山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

医
療
給
付
係

　

☎
０
８
３―

９
２
１―

７
１
１
３

土砂災害から身を守るために！
「土砂災害危険区域」や「指定避難所」を確認しておきましょう!!

阿武町
ホームページ
防災マップ画面

土砂災害等防災マップの閲覧
阿武町ホームページ内の　リビングガイド
「緊急・安全安心」→「阿武町土砂災害等防災マップ」　
URL：http://www.town.abu.lg.jp/soumu/bousai.html
（yahooやGoogleで「阿武町防災マップ」を検索してもOK）

健
康
確
認
の

　
　
　

機
会
と
し
て
、

後
期
高
齢
者
医
療
の

健
康
診
査
を
毎
年

　
　

受
診
し
ま
し
ょ
う



エ
コ
の
日

毎
月
19
日
は
、地
球
に
良
い
こ
と
を
す
る「
エ
コ
の
日
で
す
」。　

10
月
は
、「
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
、資
源
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
」
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社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。
その年の１月１日から１２月３１日までに納付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が義務づけられています。
　このため、平成２６年１月１日から９月３０日までの間に国民年金保険料を納付された方については、
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が本年11月上旬に日本年金機構本部から送付されます
ので、年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書(または領収証書)を添付してください。
　また、平成２６年１０月１日から１２月３１日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方に
ついては、翌年の２月上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会保険料控除に加えることができ
ますので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告してください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはがきに表示さ
れている番号にお問い合わせください。

■問い合わせ先　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８ー２４ー２１５８
　　　　　　　　役場住民課住民係　　　　　☎２ー０５００
　　　　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

＜ねんきん定期便・ねんきんネット等専用ダイヤル＞
☎０５７０－０５８－５５５（ナビダイヤル）　
０５０から始まる電話でおかけになる場合は☎０３－６７００－１１４４

●自動音声でご案内します。自動音声案内に従って「３」を押してください。

＜受付期間＞　平成２６年１１月４日（火）～平成２７年３月１６日（月）
＜受付時間＞　●月～金曜日　午前９：００～午後７：００　　●第２土曜日　午前９：００～午後５：００
　※祝日（第２土曜日を除く）、１２月２９日～１月３日はご利用いただけません。

〇ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合は全国どこからでも、市内通話料金でご利
用いただけます。ただし、一般の固定電話以外(携帯電話等)からおかけになる場合は通常の通話料金
がかかります。
〇「０３－６７００－１１４４」の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。
〇「０５７０」の最初の「０」を省略したり、市外局番をつけて間違い電話になっているケースが発生し
ていますので、おかけ間違いにはご注意ください。

年金のたより

　

山
口
県
内
全
市
町
で
は
、
平
成
31
年
度
ま
で
に
住
民
税

の
特
別
徴
収
を
原
則
義
務
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
個

人
住
民
税
の
特
別
徴
収
へ
の
早
期
切
り
替
え
に
、
事
業
主

の
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
「
特
別
徴
収
」
と
は　

事
業
所
等
が
、
従
業
員
の
毎
月

の
給
与
か
ら
住
民
税
を
徴
収
し
て
町
な
ど
に
納
め
る
方

法
で
す
。

　
　

原
則
と
し
て
、
事
業
所
は
毎
月
従
業
員
に
支
払
う
給

与
か
ら
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
し
て
、

納
税
者
（
従
業
員
）
に
代
わ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
よ

う
に
地
方
税
法
と
町
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
に
す
る
と

〇
所
得
税
の
源
泉
徴
収
の
手
続
き
と
は
違
い
、
事
業
者
の

税
額
計
算
は
不
要
で
す
。（
税
額
計
算
は
町
が
行
い
ま

す
）

〇
毎
年
５
月
に
、
住
民
課
か
ら
事
業
者(

給
与
支
払
者)

に

確
定
し
た
税
額
を
記
入
し
た
納
付
書
と
、
通
知
書
を
送

り
ま
す
。
通
知
書
に
は
個
人
ご
と
に
月
割
り
し
た
税
額

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
税
額
を
毎
月
の

給
与
か
ら
天
引
き
し
て
、翌

月
の
10
日
ま
で
に
ま
と
め
て

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
従
業
員
の
方
は
、
金
融
機

関
や
町
の
窓
口
に
出
向
く

手
間
が
省
け
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
の
申
し
込
み　

年
度
途
中
か
ら
で
も
特
別

徴
収
へ
の
切
り
替
え
は
可

能
で
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
住
民
課　

☎
２
―
０
５
０
０

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
切
り
替
え
の
お
願
い

【
納
税
者
】

従
業
員

【
給
与
支
払
者
】

事
業
所

阿
武
町
役
場

②特別徴収
税額の通知

①特別徴収
税額の通知

④住民税を
まとめて納入
（毎月翌月10日まで）

③住民税の徴
収（6月～翌年5月まで
の毎月給与支払日）

※納入場所：町の窓口、指定金融機関、収納代理金融機関

特別徴収による納税の仕組み



父
と
母　

家
事
も
仕
事
も
ス
ー
パ
ー
マ
ン　

そ
ん
な
二
人
は
金
メ
ダ
ル

女
と
男
の
一
行
詩

ひ
と

ひ
と
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10
月
３
日　

６
チ
ー
ム
・
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド

★
優　

勝　

阿
武
福
祉
会

★
準
優
勝　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

９
月
27
日　

75
人
参
加
・
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
あ
ぶ

★
優　

勝　

岡
村
僚
太（
東
方
）

★
準
優
勝　

市
原
茂
甫（
下
東
郷
）

★
第
３
位　

金
﨑　

洋（
尾
無
畑
）

表
彰
席

A
B
U
３

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
16
回

萩
近
郷
少
年
柔
道
大
会

第
60
回
益
田
市
柔
道
大
会

阿
武
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会

（
敬
称
略
）

安全と環境保全は、クルマの点検・整備から
　日常点検・定期点検でトラブル防止！燃費改善で環境にもお財布にもやさしく。

日頃自動車を使用している中で、走行距離や運行状態などから判
断し、適切な時期に点検を行うことが必要です。
安全確保・環境保護の観点から、自家用乗用車については１年ご
とに実施しなければなりません。

　車検は、安全・環境面で国が定める基準に適合しているかどうかを一定の
期間ごとに確認するものであり、次の検査までの安全性等を保証するものではありません。使用者は日常点検
整備や定期点検整備を確実に実施し、仕様に応じた適切な保守管理を行う必要があります。

日常点検

定期点検

車
の
品
質（
安
全
性
・
環
境
性
）

月日が経つと？（自家用乗用車）

点検 点検 点検

定期的な点検整備が
車の寿命をのばします。
定期的な点検整備が
車の寿命をのばします。

12か月 24か月 36か月

8
月
31
日

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
武
道
場

幼
児
の
部

★
準
優
勝　

上
田
怜
央（
水
ヶ
迫
）

★
第
3
位　

末
益
鼓
一（
水
ヶ
迫
）

9
月
28
日　

益
田
市
民
体
育
館

小
学
生
の
部
（
団
体
戦
）

★
準
優
勝   

A
B
U
柔
道
ク
ラ
ブ

▼
日
時　

11
月
13
日（
木
）

　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所　

阿
武
町
の
う
そ
ん
セ
ン

　

タ
ー
（
福
賀
）

▼
内
容　

講
演
「
心
に
ぬ
く
も
り

　

踏
み
出
す
勇
気
」

▼
講
師　

中
村　

実
枝
さ
ん

阿武福祉会のみなさん入賞されたみなさん

上
田
怜
央
く
ん

末
益
鼓
一
く
ん

阿
武
町
人
権
を

　

考
え
る
集
い

　

学
習
講
座
②

　この大会は、誰でも参加できる綱引き
をとおして、体力つくり・健康の増進及
び町民相互の親睦を図ることを目的とし
て開催されます。たくさんの参加と応援
をお待ちしています。
◆日時　12月７日(日)　開会式 ９：００
　競技 ９：３０～１２：００（予定）
◆場所　阿武町体育センター    
◆申込み方法　各公民館の申込用紙
◆問い合わせ先 阿武町教育委員会
　☎０８３８８－２－０５０１

　この大会は、誰でも参加できる綱引き
をとおして、体力つくり・健康の増進及
び町民相互の親睦を図ることを目的とし
て開催されます。たくさんの参加と応援
をお待ちしています。
◆日時　12月７日(日)　開会式 ９：００
　競技 ９：３０～１２：００（予定）
◆場所　阿武町体育センター    
◆申込み方法　各公民館の申込用紙
◆問い合わせ先 阿武町教育委員会
　☎０８３８８－２－０５０１

第29回 阿武町
力くらべ綱引き大会
第29回 阿武町
力くらべ綱引き大会

　運動習慣のあまりないみなさん、若い若いと言っ
ても自然にスタミナや筋力が低下します。そこで、気軽
にできるスローステップⓇ運動をしてみませんか。
　今回は、福岡安全センターから健康運動指導士の方に
指導をしてもらいます。ぜひ、ご参加ください。　
特徴　①腰痛・膝痛があっても大丈夫！だれもが無理な
　　　　く簡単に始められます。補助具もあります。
　　　②屋内で毎日できる運動です。
　　　③20代～　メタボ予防にも効果があります。
◆日時　１１月２９日（土）１０：００～１１：３０
◆場所　阿武町町民センター　多目的ホール
◆募集人数　40人（定員になりしだい締めきります。）
◆申込み方法　各公民館の申込用紙又は電話
◆問い合わせ・申し込み先
　阿武町教育委員会　☎０８３８８－２－０５０１

 にこにこスローステップⓇ教室
～ＡＢＵ３・30運動推進事業～定員は

先着40人
参加
チーム
募集

～だれもが、いつでも、
　　　どこでも、いつまでも～
～だれもが、いつでも、
　　　どこでも、いつまでも～

スポーツで育てる
人とまちの元気　阿武町
スポーツで育てる

人とまちの元気　阿武町
スポーツで育てる

人とまちの元気　阿武町

参
加
自
由



〜
森
の
恵
み
を

　
　

体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

▼
日
時　

11
月
15
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

森
の
館
萩
（
福
井
下
、

阿
武
萩
森
林
組
合
）

▼
内
容　

バ
ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
演
奏
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
、
椎

茸
駒
打
ち
、
お
楽
し
み
抽
選

会
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の

実
演
、
も
ち
ま
き
な
ど

※

各
地
域
の
特
産
品
販
売
や
軽
食

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

▼
主
催　

萩
地
域
林
業
振
興
会
連

絡
協
議
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

萩
農
林
事
務
所 
森
林
部 

森
林

づ
く
り
推
進
課　

☎
０
８
３
８

―
22
―
３
３
６
６

　

司
法
書
士
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
相
続
以
外
の
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
15
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

▼
問
い
合
わ
せ
先　

司
法
書
士
会

萩
支
部
長　

広
石　

☎
０
８
３

８
８
―
２
―
３
１
８
１

●
税
を
考
え
る
週
間

　
　
　

（
11
月
11
日
〜
17
日
）

　

「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
行
事

と
し
て
、
萩
税
務
署
管
内
の
児

童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
か
ら
応
募

し
て
い
た
だ
い
た
租
税
作
品
（
絵

は
が
き
・
作
文
・
習
字
）
を
展
示

し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
11
日
〜
15
日

▼
場
所　

ス
ペ
ー
ス
ゼ
ッ
ト
（
田

町
商
店
街
旧
福
永
金
物
店
）

●
年
末
調
整
説
明
会

　

源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
を
対
象

に
し
た
平
成
26
年
分
の
年
末
調
整

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

　

①
11
月
17
日（
月
）午
前
10
時
〜

正
午
・
萩
市
須
佐
公
民
館
３
階

大
ホ
ー
ル
（※

開
催
場
所
を
須

佐
総
合
事
務
所
か
ら
須
佐
公
民

館
へ
変
更
）

　

②
11
月
18
日（
火
）午
前
10
時
〜

正
午
・
萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

●
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

納
付
は
期
限
内
に
！

　

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

税
率
が
、
平
成
26
年
４
月
１
日
よ

り
8.0
％
に
な
り
ま
し
た
。
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
課
税
事
業

26

女
と
男
の
一
行
詩

美
味
し
い
ね　

今
日
の
料
理
は　

お
父
さ
ん
？

お し ら せ

お
知
ら
せ

相
続
相
談
会

萩
税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

１１
月
は『
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
』で
す

阿
武
川
流
域

森
林
だ
く
さ
ん
祭
り

　
　
　
　

２
０
１
４
年

（郡）萩市むつみ診療所 吉部上 ⑥0149
（郡）萩市福川診療所 福井下 ◯520027
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 ⑤0863
（郡）松　井　医　院 下田万 ②0345
（郡）萩市国保川上診療所 川　上 ◯542014

休日当番医

緊急の場合は１１９番

萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関する
相談を受け付けています。

日曜日、祝日、年末年始は
休日急患診療センターへ
☎0838－26－1397
（内科・外科・小児科・産婦人科・歯科）

☎0120-506-322
★携帯電話に登録すると便利です

10/26㊐
11/2㊐
11/3㊊
11/9㊐
11/16㊐

通話料・
相談料無料( )

※当番医の確認は役場または各支所へ

ひ
と

ひ
と

者
の
方
は
、
期
限
内
納
付
の
た
め

の
納
税
資
金
の
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

萩
税
務
署
総

務
課　

☎
０
８
３
８
―
22
―
０

９
０
０
（
代
表
）

※

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
案

内
番
号｢

２｣

を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
は
、
労
働
者
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
働
け
る
た
め
の
制
度

で
、
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
労
働

者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
は
、
加
入
す
る
こ
と
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務

上
の
事
由
で
被
災
し
た
場
合
に
、

労
働
者
や
遺
族
を
保
護
す
る
た
め

に
必
要
な
給
付
を
行
い
ま
す
。

　

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
の
生
活

及
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
に

必
要
な
給
付
を
行
い
ま
す
。

　

ま
だ
加
入
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
事
業
主
の
方
は
、
こ
の
機
会

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

萩
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
８
３
８
―
22
―
０
７
５
０

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

　

☎
０
８
３
８
―
22
―
０
７
１
４

も　
　
り

●問い合わせ先　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

求人数 年齢 賃　　金 業　　種

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）

会　社　名
１人
４人
１人
２人
１人

40歳以下
64歳以下
40歳以下
64歳以下
不問

150,000円～200,000円
180,000円～270,000円
160,000円～250,000円
161,600円～218,600円

時給780円

養豚作業者
重機オペレーター
普通作業員
普通作業員
コロッケ製造

有限会社 鹿野ファーム 阿武農場

小田建設 株式会社 砕石場

小田建設 株式会社
有限会社 福八

町内の求人情報10月分 10月14日現在



27

女
と
男
の
一
行
詩

婚
活
の　

兄
特
技
欄
に　

家
事
育
児

ひ
と

ひ
と

★おすすめ料理レシピ
「奈古若葉学級・貧血予防レシピ」より

プチもち入りしるこ

わ
たし
の食改料理

　阿武町
　ヘルスメイト

［材料（２人分）］

［作り方］
① ボウルにⓑを入れてこね、1人３個ずつ
に分けて丸めて真ん中をくぼませる。
鍋にお湯を沸かして、白玉を入れて茹
で、浮いてきたら１分茹でてから水気
をきる。
② 枝豆はさやから出しておく。鍋にⓐを
入れて温めて、①の白玉を入れてから
器に盛る。
※寒いときには温めて、暑いときには冷
やしてもおいしく食べられます。

日 曜 行　　　事　　　予　　　定
2
3

5

6
7
8

10

11

12

13

14

19
20
21
22
25
26
27
28
29

日
月

水

木
金
土

月

火

水

木

金

水
木
金
土
火
水
木
金
土

第33回福賀大農業まつり　8:30【福賀小中グラウンド】
宇田郷ふれあい祭り　10:00【ふれあいセンター】
食改運営委員会　9:00【役場小会議室】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
福賀地区・生涯現役若返り教室　10:00【のうそんセンター】
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩ユーズボウル】
ルーラルフェスタ（～9日）　9:00【福の里直売所】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
防火パレード 9:30【町内三地区】
すくすく乳児相談　10:30【母子健康センター】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【役場会議室】
自治会長研修会（仮称）13:30 
農業委員会総会　9:00【役場小会議室】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
阿武町人権学習講座（福賀地区）14:00【福賀小学校】
牛乳･乳製品利用料理講習会　9:00【のうそんセンター】
家計簿記帳･生活設計講習会　13:30【のうそんセンター】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:00【福賀小グラウンド】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
奈古文化展（～22日）9:00【町民センター】
のびのび幼児健診　13:00【母子健康センター】
さん３ふるさと祭り　9:00【道の駅阿武町】
奈古寿齢大学11月講座　9:30【町民センター】
地域づくり研究集会　9:30【町民センター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
宇田郷地区子ども会育成連絡協議会　19:30【ふれあいセンター】
にこにこスローステップⓇ教室　10:00【体育センター】

11月

阿武町の人口と世帯数 （9月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,367（ 3 ）

　670（－1 ）

　620（－1 ）

3,657（ 1 ）

1,069（ 1 ）

　305（ 1 ）

　311（ 0 ）

1,685（ 2 ）

転入　10

転出　 7

出生　 1

死亡　 3

9月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

121
（95）
7
（4）

9
（14）
4
（1）

0
（1）
0
（0）

1
（1）

6
（13）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

ゆで小豆缶 
 １００ｇ
枝豆（冷凍さや付き）
 １００ｇ
水 １／２カップ    
すりごま（白または
黒） 大さじ２    
白玉粉 ４０ｇ
水 大さじ２

ⓐ

ⓑ

▼
日
時　

11
月
16
日（
日
）

　

午
前
９
時
15
分
〜

▼
場
所

　

萩
総
合
支
援
学
校

▼
内
容　

児
童
生
徒
の
ス

　

テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展

　

示
、
育
友
会
バ
ザ
ー
、

　

食
堂
、
喫
茶
等

▼
問
い
合
わ
せ
先　

山
口
県
立
萩
総
合
支
援
学
校　

萩
総
ま
つ
り
広
報
部　

☎
０
８
３
８
―
25
―
７
２

８
０（
糸
山
）

第
３３
回
萩
総
ま
つ
り



俳　

句

鼻
先
を
ま
ず
近
づ
け
て
菊
の
花

裏
山
は
児
の
秘
密
基
地
天
高
し

口
笛
も
コ
ー
ラ
ス
も
行
く
花
野
道

み
づ
く
ろ
い
さ
れ
て
案
山
子
の
頬
被
り

詰
一
句
決
ま
ら
ぬ
ま
ま
に
虫
と
ゐ
し

友
も
老
い
我
も
老
い
た
り
敬
老
日

毬
棘
や
今
が
食
べ
こ
ろ
栗
ご
飯

大
き
な
口
開
け
し
埴
輪
や
天
高
し

晩
学
の
言
葉
紡
い
で
虫
浄
土

何
事
も
無
き
あ
り
が
た
さ
月
め
で
る

町
挙
げ
て
消
火
訓
練
天
高
し

ね
じ
花
に
初
心
に
戻
る
道
を
聞
く

尼
子
氏
の
墓
秋
陰
に
ひ
そ
と
あ
り

天
窓
に
満
月
ど
か
と
居
座
り
て

コ
ン
バ
イ
ン
音
高
々
と
秋
高
し

満
月
を
入
れ
て
明
日
の
米
を
研
ぐ

昨
日
よ
り
今
日
の
影
濃
し
秋
立
ち
ぬ

天
高
し
大
玉
運
ぶ
子
ら
の
声

小
野　

一
雄（
下　

郷
）

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
）

佐
々
岡
美
保（
中　

村
）

原　
　

清
穂（
伊　

豆
）

柳
井　

惠
子（
平　

原
）

林　
　

弘
子（
浜
の
１
）

小
田　
　

衛（
宇　

久
）

斎
藤　

孝
子（
宇
田
浦
）

大
倉　

淑
子（
上　

万
）

梅
地　

眞
代（
東　

方
）

池
田　

幸
枝（
大　

里
）

木
村　

信
惠（
久
瀬
原
）

米
原　

泉
女（
筒　

尾
）

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
）

河
原　

慶
子（
上　

郷
）

水
津　

紅
魚（
浜
の
３
）

田
中　

弥
生（
木　

与
）

能
野　

泰
枝（
釜　

屋
）

◆問い合わせ先　あぶフォト倶楽部事務局　☎2ー3111

次回定例会は１１月２７日（月）１９：００～
町民センター 講座室です。

作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

会員作品紹介

ごっそーごっそー
旬旬旬旬のののの

　朝晩めっきりと冷えて

きた今日この頃、ちょう

ど鍋が恋しくなる季節。

白菜はギュッとしまり、

甘みも増し、より美味し

くなってきます。

　道の駅でも晩秋から冬

にかけてのこの時期、白菜の取扱量は

野菜の中で最も多くなります。

　日本の食生活には欠かせない白菜で

すが、原産地は中国で日本に入ってき

たのは明治初め。日本の食生活に深く

根付いてきたのは明治末期から大正に

かけての頃で、以外と歴史が浅いのに驚いてしまい

ます。その後、各地で栽培されるようになり、全国

的にみても大根、キャベツに次いで多く栽培されて

いるようです。

　白菜は大きく分けて結球、半結球、不結球の３種

がありますが、出荷されてくるのはほとんど結球タ

イプで、一般的な料理としてはキムチ、浅漬けなど

の漬物、鍋料理、煮物などにされることが多く、ま

た豚肉との相性はとても良いようです。

　生のままサラダでも歯ざわりよく美味しく食べら

れます。茹でたり、蒸したりと色々工夫してみまし

ょう。

　白菜はずっしりと重いものを選びましょう。丸の

ものは濡れ新聞で包んで縦にして野菜室に入れ保存

します。切ったものはラップでしっかり包むかビニ

ール袋に入れ冷蔵庫へ、早めに食べましょう。

 ◆問い合わせ先　道の駅阿武町物産直売所

　☎０８３８８－２－０３５５

道の駅「阿武町」
支配人 田中良平

タイトル「里の秋」出羽　朝一（浜の１）
●コメント：野柳の小川沿いの道で、河原に群生し
ている彼岸花をみつけました。周囲の深い緑の中で
午後の斜光を浴びて輝く彼岸花の美しさに、我を忘
れて何度もシャッターを切りました。

タイトル「青蒼」梅地　幸穂（東方）
●コメント：青い空と青い海。つりを楽しむ人々。
清ヶ浜は最高のビュースポットです。

白菜（ハクサイ）
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